
コ
ロ
ナ
禍
直
撃
の
学
校
関
係
者
反
発

ル
ス
感
染
リ
ス
ク
の
あ
る
生

徒
や
教
師
は
、
遠
隔
授
業
を

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
政
府
は
教

室
再
開
決
定
を
各
学
校
に
判

断
さ
せ
て
い
る
が
、
教
育
委

員
会
は
ま
だ
方
向
性
を
示
し

て
お
ら
ず
、
北
部
第
１
教
育

委
員
会
は
「
公
式
に
は
何
も

出
し
て
い
な
い
」
と
し
、
東

部
第
１
教
育
委
員
会
も
「
何

の
連
絡
も
入
っ
て
い
な
い
」

と
し
て
い
る
。

　

公
立
・
私
立
学
校
再
開
は

１
０
月
７
日
か
ら
と
い
う
サ

ン
パ
ウ
ロ
州
政
府
の
判
断

は
、
幼
児
教
育
か
ら
高
等
教

育
ま
で
適
用
さ
れ
る
。当
初
、

学
校
の
再
開
は
９
月
８
日
と

さ
れ
て
い
た
が
、
ジ
ョ
ア

ン
・
ド
リ
ア
聖
州
知
事
に
よ

る
と
、
公
立
・
私
立
学
校
に

お
け
る
子
供
、
青
少
年
、
教

師
、
管
理
職
、
専
門
家
と
そ

の
家
族
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
緊
急
セ
ン
タ
ー
の
勧
告
で

延
期
し
た
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
レ
ベ
ル
３
の
市

に
限
っ
て
、
９
月
８
日
か
ら

補
修
授
業
・
個
別
指
導
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
限
っ
た
再
開

　

連
邦
政
府
が
作
成
し
て
い
る
２
０
２
１
年
度
予
算
案
で
軍
事
費
が
大
幅
に
増
加

し
、
２
０
１
１
年
以
降
初
め
て
教
育
予
算
を
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
反
発
を

招
き
は
じ
め
て
い
る
。
１
８
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

６
月
に
聖
市
南
部
で
起

こ
っ
た
１
５
歳
の
少
年
、
ギ

リ
ェ
ル
メ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
・
ゲ
デ

ス
君
の
殺
害
事
件
で
聖
州
地

裁
は
殺
害
の
関
与
が
疑
わ
れ

る
２
人
の
軍
警
へ
の
逮
捕
命

令
を
下
し
た
。
事
件
は
６
月

１
４
日
、
誤
っ
て
倉
庫
に
踏

　

さ
ら
に
２
１
年
か
ら
は
、

基
礎
教
育
開
発
基
金
（
Ｆ
ｕ

ｎ
ｄ
ｅ
ｂ
）
の
更
新
に
伴
い
、

連
邦
政
府
の
負
担
額
が
こ
れ

ま
で
の
１
０
％
か
ら
１
２
％

に
上
が
る
こ
と
も
ほ
ぼ
決
定

的
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
関

し
て
の
憲
法
改
正
法
案
は
す

で
に
下
院
を
通
過
し
て
お
り
、

上
院
で
も
通
過
す
る
も
の
と

見
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
の
中
で
、

教
育
費
が
逆
に
削
ら
れ
、
軍

事
費
が
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
上

昇
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

批
判
の
声
が
相
次
い
で
い
る
。

教
育
団
体「
ト
ー
ド
ス・ペ
ラ・

エ
ド
ゥ
カ
ソ
ン
」の
プ
リ
シ
ラ・

ク
ル
ス
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
満
足
に
授
業
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
と

り
わ
け
初
等
教
育
が
壊
滅
状

態
に
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
こ

そ
、
政
府
は
教
育
に
気
を
使

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
に
」

１
１
年
以
降
初
め
て
教
育
費
上
回
る

を
独
自
に
判
断
で
き
る
。
サ

ン
パ
ウ
ロ
州
教
育
局
長
の

ロ
ッ
シ
エ
リ
・
ソ
ア
レ
ス
氏

は
、
１
０
月
７
日
か
ら
再
開

す
る
場
合
の
条
件
詳
細
に
関

し
て
も
、
各
市
に
決
定
権
が

一
部
で
そ
の
間
の
補
修
授
業

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
１
７
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

　

補
修
授
業
を
行
う
場
合
、

各
学
校
は
生
徒
の
体
温
測
定

を
は
じ
め
、
教
室
の
収
容
人

数
を
通
常
の
３
５
％
に
減
ら

し
、
各
個
人
の
保
護
具
着
用

が
必
要
。
階
段
や
出
入
口
で

の
生
徒
間
の
距
離
を
１
・
５

メ
ー
ト
ル
以
上
に
保
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

活
動
に
参
加
で
き
る
の
は
、

保
護
者
の
許
可
を
得
た
生
徒

の
み
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　

１
０
月
７
日
か
ら
サ
ン
パ

ウ
ロ
州
の
学
校
で
対
面
授
業

再
開
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
段
階
的
緩
和
措
置
「
サ

ン
パ
ウ
ロ
計
画
」
の
レ
ベ
ル

３
（
黄
色
）
が
２
８
日
間
続

い
て
い
る
地
域
の
公
立
・
私

立
学
校
に
関
し
て
は
、
希
望

が
あ
れ
ば
９
月
８
日
か
ら
補

修
授
業
や
個
別
指
導
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
（refo

rço
, 

tutoria e atividades 
esp
ortivas

）
の
再
開
が

可
能
に
な
っ
た
。
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
よ
る
休
校
期
間
は

１
６
９
日
間
に
も
お
よ
び
、

本
格
的
な
対
面
授
業
開
始
は
１
０
月
だ
が

Ｌ
Ｊ
主
任
解
任
審
理
を
差
止
め

聖
市
は
全
て
１
０
月
か
ら
に
決
定

あ
る
と
話
し
て
い
る
。

　

州
政
府
に
よ
る
再
開
の
方

針
は
、
以
下
の
通
り
。
再
開

さ
れ
る
各
学
校
で
は
生
徒
、

教
師
、
職
員
は
互
い
に
１
・

５
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
保
つ

こ
と
が
必
要
で
、
混
雑
を
避

け
る
た
め
に
入
退
場
時
間
が

決
め
ら
れ
、
で
き
れ
ば
公

共
交
通
機
関
の
ピ
ー
ク
時
間

外
に
な
る
よ
う
に
す
る
と
い

う
。

　

展
示
会
（
フ
ェ
イ
ラ
）、

講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
競
技

会
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
権
、
祝

賀
会
、
集
会
は
ま
だ
禁
止
さ

れ
て
い
る
。
学
校
内
で
の
休

憩
時
間
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
は
、
常
に
互
い
に
予

定
を
組
ん
だ
上
で
、
各
ク
ラ

ス
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、１
・

５
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
満
た

し
て
い
れ
ば
体
育
活
動
は
認

め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
屋
外
で

アマゾナス州マナウス市では８月から授業が再開されている
（Ione Moreno ‒ Semcom ）

最 高 裁

と
強
い
懸
念
を
語
っ
て
い
る
。

　

ウ
ニ
バ
ン
コ
研
究
所
の
リ

カ
ル
ド
・
エ
ン
リ
ケ
ス
副
会

長
も
「
危
機
に
見
舞
わ
れ
た

分
野
、
不
公
正
が
生
じ
て
い

る
と
こ
ろ
に
対
し
て
、
政
府

は
も
っ
と
対
策
費
用
を
割
く

べ
き
だ
」
と
の
見
解
を
示
し

て
い
る
。

　

教
育
費
は
医
療
費
と
並
ん

で
、
国
民
が
政
府
に
対
し
て

最
も
充
実
を
望
ん
で
い
る
も

の
だ
。
２
０
１
３
年
に
起
こ
っ

た
、
そ
の
後
に
労
働
者
党
政

権
が
崩
壊
す
る
契
機
と
も

な
っ
た
全
国
的
な
マ
ニ
フ
ェ
ス

タ
ソ
ン
の
際
に
も
、
民
間
の

政
治
団
体
か
ら
一
番
強
く
強

化
を
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

経
済
省
は
２
０
２
１
年
の

予
算
に
関
し
て
、「
各
省
庁

か
ら
の
要
望
を
受
け
付
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ら
の

要
望
に
関
し
て
は
審
査
さ
れ

る
」
と
し
て
い
る
。

み
入
っ
た
ギ
リ
ェ
ル
メ
君
が
犯

罪
者
と
間
違
わ
れ
、
郊
外
の

ジ
ア
デ
マ
ま
で
連
れ
て
行
か

れ
て
銃
殺
さ
れ
た
も
の
だ
っ

た
。
中
で
も
第
２
容
疑
者
と

目
さ
れ
て
い
る
の
は
軍
警
を

解
雇
さ
れ
た
人
物
で
、
別
の

殺
人
事
件
に
も
関
与
し
た
こ

と
で
逮
捕
さ
れ
て
お
り
、
軍

の
刑
務
所
か
ら
脱
獄
し
た
前

科
が
あ
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
１
９
日
に
行
わ
れ
る

サ
ッ
カ
ー
は
、
全
国
選
手
権

の
第
４
節
。
パ
ル
メ
イ
ラ
ス

は
敵
地
で
の
ア
ト
レ
チ
コ
・

パ
ラ
ナ
エ
ン
セ
戦
、
コ
リ
ン

チ
ャ
ン
ス
は
本
拠
地
で
の
コ
リ

チ
ー
バ
戦
と
な
る
。
ま
た
、

欧
州
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
・
リ
ー

グ
の
準
決
勝
で
は
、
ネ
イ
マ
ー

ル
の
Ｐ
Ｓ
Ｇ
が
ド
イ
ツ
の
Ｒ

Ｂ
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
と
対
戦
す

る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
時
代
以
来

の
欧
州
王
者
に
な
る
べ
く
、

負
け
ら
れ
な
い
試
合
だ
。

　
「
農
業
関
係
者
は
要
注

意
！
」
―
―
今
週
か
ら
非
常

に
強
い
南
極
お
ろ
し
が
ブ
ラ

ジ
ル
南
部
を
北
上
し
始
め
て

お
り
、
最
も
影
響
を
受
け
る

地
域
で
は
一
日
で
最
大
１
０

度
も
温
度
が
下
が
る
所
や
、

雪
が
降
る
可
能
性
も
あ
る
と

い
う
。
１
８
日
付
各
伯
字
メ

デ
ィ
ア
が
「
歴
史
的
寒
さ
」

に
な
る
の
で
は
と
報
じ
て
い

る
。

　

こ
の
寒
冷
前
線
は
１
９
日

頃
に
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
・
ド
・

ス
ー
ル
州
に
入
り
、
数
日
間

を
か
け
て
北
上
す
る
と
予
想

さ
れ
、
同
州
は
今
月
後
半
ま

で
寒
さ
が
続
く
と
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
れ
が
到
着
す
れ
ば
、
東

南
部
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
や
リ

オ
・
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
、
ミ

ナ
ス
州
で
も
気
温
が
急
激
に

下
が
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。「
歴
史
的
寒
気
」
に
な

る
と
予
測
す
る
専
門
家
が
い

る
一
方
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

立
総
合
大
学
の
リ
カ
ル
ド
・

デ
・
カ
マ
ル
ゴ
気
象
学
教
授

は「
猛
烈
な
寒
さ
に
な
る
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
観
測
史
上
で
一
番

の
寒
さ
ま
で
は
い
か
な
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

カ
マ
ル
ゴ
氏
は
南
東
部
や

中
央
高
原
な
ど
の
北
部
は
寒

冷
前
線
の
影
響
を
そ
れ
ほ
ど

受
け
ず
、
む
し
ろ
ロ
ラ
イ
マ

や
ア
マ
ゾ
ン
盆
地
と
い
っ
た

地
域
へ
の
影
響
が
強
い
と
の

見
方
を
し
て
い
る
。

　

南
東
部
や
南
部
地
域
全
体

の
標
高
が
高
い
場
所
は
夜
間

の
冷
え
込
み
が
強
く
な
る

と
い
う
。
カ
マ
ル
ゴ
氏
に
よ

る
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
全
体
で

「
雪
が
振
る
こ
と
は
あ
り
そ

う
に
な
い
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
今
後
５
、６
日
の
間
は

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
指
摘

す
る
。

　

靴
下
と
厚
手
の
コ
ー
ト
は

必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、
今

の
と
こ
ろ
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
街

中
で
雪
だ
る
ま
を
見
る
と
こ

ろ
ま
で
は
い
か
な
そ
う
だ
。

　

デ
ウ
タ
ン
・
ダ
ラ
グ
ノ
ル

検
察
官
を
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
作
戦
主
任
捜
査
官
か
ら

解
任
す
る
か
ど
う
か
を
決
め

る
１
８
日
の
全
国
検
察
委
員

会
（
Ｃ
Ｎ
Ｍ
Ｐ
）
の
審
理
を
、

最
高
裁
の
セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ

ロ
判
事
は
１
７
日
に
一
時
差

止
め
に
し
た
。
１
８
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

セ
ウ
ソ
判
事
が
差
止
め
た

の
は
、
ダ
ラ
グ
ノ
ル
氏
の
弁

護
士
が
求
め
た
２
件
の
審
理

案
件
だ
っ
た
。

　

ひ
と
つ
は
レ
ナ
ン
・
カ

リ
ェ
イ
ロ
ス
上
議
（
民
主
運

動
・Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
が
行
っ
た
「
ダ

ラ
グ
ノ
ル
氏
が
１
８
年
上
院

選
の
際
に
ネ
ッ
ト
上
で
自
分

を
批
判
す
る
運
動
を
行
っ

た
」
と
す
る
件
だ
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
デ
ウ
タ
ン

氏
が
提
案
し
た
、
ペ
ト
ロ
ブ

ラ
ス
が
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト

作
戦
に
よ
っ
て
取
り
戻
し
た

金
額
の
う
ち
の
２
５
億
レ
ア

ル
を
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
基

金
と
し
て
払
わ
せ
る
と
の
協

約
を
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
と
の
間

に
結
ん
だ
と
さ
れ
る
こ
と
。

カ
チ
ア
・
ア
ブ
レ
ウ
上
議
か

ら
要
請
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

に
関
し
て
は
Ｃ
Ｎ
Ｍ
Ｐ
に

１
６
件
も
の
審
理
要
請
が
行

わ
れ
て
い
た
と
、
カ
チ
ア
氏

は
主
張
し
て
い
た
。

　

セ
ウ
ソ
判
事
の
今
判
断

は
、「
Ｃ
Ｎ
Ｍ
Ｐ
が
審
理
の

手
続
き
を
不
適
切
な
形
で

行
っ
た
」
と
の
訴
え
を
認
め

た
も
の
だ
っ
た
。
た
だ
し
、

セ
ウ
ソ
判
事
は
、
ダ
ラ
グ
ノ

ル
氏
に
関
し
て
の
審
理
を
完

全
に
解
く
に
は
、
そ
れ
に
値

す
る
だ
け
の
証
拠
が
必
要
と

し
、
今
回
の
措
置
が
一
時
的

な
差
し
止
め
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
。

　

今
回
の
審
理
に
関
し
て
は

セ
ウ
ソ
判
事
の
判
断
前
か
ら

ダ
ラ
グ
ノ
ル
氏
に
有
利
な
展

開
だ
っ
た
。
１
７
日
、
セ
ウ

と
い
う
。
逮
捕
の
際
は
抵
抗

も
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

記
者
会
見
を
行
っ
た
エ
ス

ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
の
ア
レ

シ
ャ
ン
ド
レ
・
ラ
マ
ー
リ
ョ

保
安
局
長
に
よ
る
と
、
少
女

の
親
権
は
祖
父
母
が
持
つ
こ

と
に
な
る
と
い
う
。
そ
れ
は

母
親
が
既
に
他
界
し
て
お

り
、
父
親
が
逮
捕
中
の
身
で

あ
る
か
ら
と
い
う
。

　

犯
人
は
４
年
前
か
ら
強
姦

行
為
を
行
っ
て
い
た
だ
け
で

な
く
、
２
０
１
１
年
か
ら

１
８
年
に
か
け
て　

麻
薬
の

密
売
の
前
科
が
あ
っ
た
と
い

う
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
で
も
雪
？
！

猛
烈
な
南
極
お
ろ
し
北
上
中

薄
氷
踏
む
ダ
ラ
グ
ノ
ル
捜
査
官

ＳＰ州学校

９
月
か
ら
補
修
・
個
別
指
導
な
ど
再
開
可

１
０
歳
中
絶
少
女
の
叔
父
を
逮
捕

４
年
に
わ
た
っ
て
姪
に
強
姦
行
為

エスピリットサント州

１８日のボウソナロ大統領
（Carolina Antunes/PR）

　

２
０
２
１
年
度
予
算
案

は
８
月
末
ま
で
に
、
連
邦

政
府
か
ら
連
邦
議
会
に
提

案
さ
れ
る
見
込
み
。
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
つ
か
ん
だ
情

報
に
よ
る
と
、
軍
事
費
は

２
０
２
０
年
の
７
３
０
億

レ
ア
ル
か
ら
約
５
０
％
増
の

１
０
８
５
億
６
千
万
レ
ア
ル

に
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

対
し
て
教
育
費
は

２
０
２
０
年
の
１
０
３
１
億

レ
ア
ル
か
ら
１
０
２
９
億
レ

ア
ル
に
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

軍
事
費
の
方
が
教
育
費
を

５
８
億
レ
ア
ル
上
回
っ
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
の

１
０
年
ほ
ど
は
起
き
て
い
な

か
っ
た
。

　

こ
の
予
算
に
は
イ
ン
フ
レ

率
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、

公
務
員
へ
の
給
与
や
進
行
中

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
用
に
必
要
な

経
費
、
軍
事
費
の
場
合
に
は

原
子
力
潜
水
艦
や
空
軍
機
の

購
入
費
な
ど
も
含
ま
れ
て
い

る
と
い
う
。

　

２
０
２
０
年
の
軍
事
費

は
元
々
７
３
０
億
レ
ア
ル

だ
っ
た
が
、
国
防
省
は
追
加

で
４
１
０
億
レ
ア
ル
を
受
け

取
り
計
１
１
４
０
億
レ
ア
ル

も
使
っ
て
い
た
。
一
方
、
教

育
費
は
１
０
３
１
億
レ
ア

ル
だ
っ
た
が
、
教
育
省
は

１
２
０
０
億
レ
ア
ル
を
支

出
。
１
７
０
億
レ
ア
ル
を
超

過
支
出
し
た
が
、
元
々
計
上

さ
れ
て
い
た
予
算
で
は
足
り

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
【
既
報
関
連
】
昨
日
付
本

紙
で
も
報
じ
た
、
極
右
運
動

家
サ
ラ
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
氏
が

実
名
を
公
表
し
た
こ
と
で
大

問
題
と
な
っ
た
、
妊
娠
中
絶

を
行
っ
た
エ
ス
ピ
リ
ッ
ト
サ

ン
ト
州
の
１
０
歳
の
少
女
を

強
姦
・
妊
娠
さ
せ
て
、
逃
亡

し
て
い
た
叔
父
が
１
８
日
に

逮
捕
さ
れ
た
。
１
８
日
付
伯

字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

犯
人
は
１
８
日
の
午
前
３

時
３
０
分
で
、ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ

ラ
イ
ス
州
べ
チ
ン
で
捕
ま
っ

た
。
市
警
に
よ
る
と
、
３
３

歳
の
男
性
で
、
逮
捕
時
は
親

類
の
家
に
身
を
寄
せ
て
い
た

　

郵
便
局
が
全
国
的
に
ス
ト

に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
郵
便

労
働
者
組
合
連
合
（
Ｆ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
）
が
１
７
日
２
２

時
に
決
め
た
も
の
で
、
終
結

す
る
期
日
は
決
め
ら
れ
て
い

な
い
。

　

同
連
合
に
よ
る
と
、
ス
ト

の
理
由
は
「
民
営
化
の
反
対
」

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
労
働

者
の
衛
生
状
態
を
経
営
側
が

無
視
し
て
い
る
」
こ
と
に
あ

り
、
労
働
者
の
権
利
が
保
証

さ
れ
る
ま
で
戦
う
と
の
こ
と
。

　

同
連
合
に
と
っ
て
は
、
経

営
側
が
２
０
２
１
年
８
月
ま

で
本
来
有
効
だ
っ
た
協
約
が

突
如
と
し
て
反
故
に
さ
れ
た

こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。

軍事費特別扱いで５０％増２１年度
予算

（１） ２０２０（令和二）年第５５５３号  ８月 １９日 （水曜日）

各
種
体
育
器
具
の
衛
生
面
に

注
意
し
て
実
施
さ
れ
る
。
遠

隔
授
業
は
、
段
階
的
な
対
面

授
業
の
再
開
と
組
み
合
わ
せ

て
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
。

　

衛
生
面
に
つ
い
て
は
、
学

校
の
施
設
内
や
交
通
機
関
で

全
員
に
マ
ス
ク
着
用
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
施
設
内

で
は
、
従
業
員
の
た
め
に
個

人
用
保
護
具
を
提
供
し
、
飲

酒
は
禁
止
。
飲
料
水
は
個
別

に
提
供
し
、
コ
ッ
プ
や
マ
グ

カ
ッ
プ
を
各
自
で
準
備
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

ト
イ
レ
、
洗
面
台
、
更
衣

室
は
そ
れ
ぞ
れ
使
用
前
後
お

よ
び
３
時
間
ご
と
に
清
掃
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゴ
ミ

は
最
低
で
も
１
日
３
回
は
取

り
除
き
、
多
く
の
人
が
触
れ

る
表
面
は
、
シ
フ
ト
ご
と
に

除
菌
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

ド
ア
ノ
ブ
や
鍵
穴
に
は
触
れ

な
い
よ
う
に
し
、
窓
や
ド
ア

を
開
い
て
換
気
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

９
月
８
日
か
ら
の
オ
プ

シ
ョ
ン
活
動
を
再
開
し
た
い

学
校
は
、
次
の
規
則
に
従
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

幼
稚
園
や
小
学
生
、
低
学

年
の
場
合
は
定
員
の
３
５
％

ま
で
、
高
校
生
や
大
学
生
に

は
定
員
の
２
０
％
ま
で
の
受

け
入
れ
が
可
能
。
生
徒
間
の

距
離
を
１
・
５
メ
ー
ト
ル
に

保
つ
が
、
こ
の
距
離
に
は
例

外
が
あ
り
、
幼
児
教
育
や
保

育
園
の
よ
う
に
乳
幼
児
と
保

育
者
の
間
に
こ
の
距
離
を
保

つ
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
。

　

１
０
月
７
日
の
対
面
授
業

の
再
開
は
、
学
校
側
が
定
め

た
生
徒
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

方
式
に
よ
り
、
第
１
段
階
で

は
各
教
室
に
は
毎
日
最
大

３
５
％
の
生
徒
の
み
が
通

う
。
別
の
日
に
は
残
り
の
グ

ル
ー
プ
が
通
う
。
第
２
段
階

で
は
７
０
％
の
生
徒
、
第
３

段
階
で
は
１
０
０
％
の
生
徒

と
い
う
よ
う
に
、
３
段
階
方

式
で
実
施
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
Ｕ
Ｏ
Ｌ
サ
イ
ト

記
事
に
よ
れ
ば
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
市
の
ブ
ル
ー
ノ
・
コ
バ
ス

市
長
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
は
１
８

日
、
州
政
府
の
方
針
に
反
し

て
、
市
内
の
公
立
・
市
立
学

校
は
補
修
授
業
開
始
や
図
書

室
や
実
験
室
の
使
用
を
、
９

月
中
は
見
合
わ
せ
る
方
針
で

あ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

ソ
判
事
の
前
に
ル
イ
ス
・
フ

ク
ス
判
事
も
、
Ｃ
Ｎ
Ｍ
Ｐ
が

１
９
年
１
１
月
に
８
対
３
の

投
票
結
果
で
ダ
ラ
グ
ノ
ル
氏

に
罰
則
を
求
め
た
「
最
高
裁

へ
の
批
判
発
言
」に
関
し
て
、

今
回
の
審
理
で
持
ち
込
ま
な

い
こ
と
を
命
じ
て
い
た
。

　

ダ
ラ
グ
ノ
ル
主
任
は
１
９

年
の
ヴ
ァ
ザ
・
ジ
ャ
ッ
ト
報

道
、
６
月
に
報
じ
ら
れ
た
Ｌ

Ｊ
班
の
非
公
式
の
Ｆ
Ｂ
Ｉ
と

の
協
業
疑
惑
、
連
邦
検
察
庁

の
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ア
ラ
ス
長

官
の
Ｌ
Ｊ
班
の
捜
査
班
の
捜

査
内
容
の
疑
問
発
言
な
ど
、

薄
氷
を
踏
む
よ
う
な
状
況
が

続
い
て
い
る
。

連
邦
政
府
が
進
め
た
が
っ
て

い
る
民
営
化
と
コ
ロ
ナ
が
絡

ん
で
い
る
件
だ
け
に
、
こ
れ

は
解
決
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

た
だ
で
さ
え
、
コ
ロ
ナ
禍

で
国
際
便
に
か
な
り
の
混
乱

が
生
じ
て
い
る
最
中
、
さ
ら

に
国
内
便
に
ま
で
問
題
が
広

が
り
、
新
聞
や
料
金
支
払
い

票
を
含
め
各
種
郵
便
物
の
配

達
な
ど
多
方
面
に
影
響
を
及

ぼ
し
そ
う
だ
。

郵
便
が
全
国

ス
ト
突
入

多
方
面
に
混
乱
広
が
る



　コロナ禍
か

になって初
は じ

めて、聖
せ い

南
な ん

西
せ い

教
きょう

育
い く

研
け ん

究
きゅう

会
か い

（渡
わ た

辺
な べ

久
ひ さ

洋
ひ ろ

会
か い

長
ちょう

）の第
だ い

２２４回
か い

定
て い

例
れ い

会
か い

が８日
か

午
ご

前
ぜ ん

、３時
じ

間
か ん

に
わたってオンライン開

か い

催
さ い

された。３月
が つ

以
い

降
こ う

の傘
さ ん

下
か

８日
に

本
ほ ん

語
ご

学
が っ

校
こ う

の動
ど う

向
こ う

が報
ほ う

告
こ く

され、閉
へ い

校
こ う

の危
き

機
き

に直
ちょく

面
め ん

する深
し ん

刻
こ く

なところから、オンライン活
か つ

用
よ う

が上
う

手
ま

くいっているところ
まで明

め い

暗
あ ん

が分
わ

かれた。運
う ん

営
え い

主
し ゅ

体
た い

である地
ち

域
い き

文
ぶ ん

協
きょう

の支
し

援
え ん

のあり方
か た

が問
と

われる半
は ん

年
と し

間
か ん

の実
じ っ

態
た い

が報
ほ う

告
こ く

された。 

教き
ょ
う

師し

パ
ソ
コ
ン
疲つ

か

れ
、
生せ

い

徒と

激げ
き

減げ
ん

も 
明

めい

暗
あん

分
わ

かれる日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

 聖
せい

南
なん

西
せい

 

渡わ
た

辺な
べ

会か
い

長ち
ょ
う

に
聞き

く 

コ
ロ
ナ
で
問と

わ
れ
る
教き

ょ
う

育い
く

の
底そ

こ

力ぢ
か
ら

記き

者し
ゃ

の
眼め 

（２）２０２０（令和二）年 第５５５３号	 ８月	１９日	（水曜日）

長
なが

崎
さき

県
けん

人
じん

会
かい イ

ン
、
コ
ロ
ニ
ア
・
ピ
ニ
ャ
ー

ル
は
個こ

別べ
つ

対た
い

応お
う

。 

　

週し
ゅ
う

３
回か

い

宿し
ゅ
く

題だ
い

を
作つ

く

っ
て
渡わ

た

し
て
採さ

い

点て
ん

す
る
作さ

業ぎ
ょ
うを

ず
っ

と
続つ

づ

け
て
い
る
と
い
う
上う

え

村む
ら

千ち

代よ

子こ

さ
ん
（
カ
ッ
ポ
ン
・

ボ
ニ
ー
ト
）
は
「
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ホ
が
な
い
生せ

い

徒と

が
い
る
か

ら
、オ
ン
ラ
イ
ン
は
一ひ

と

人り

だ
け
。

紙か
み

で
宿

し
ゅ
く

題だ
い

を
出だ

し
て
繰く

り
返か

え

し
漢か

ん

字じ

を
書か

か
せ
て
い
る
。

生せ
い

徒と

数す
う

は
１
９
人に

ん

か
ら
１
３

人に
ん

に
減へ

っ
た
。
教

き
ょ
う

材ざ
い

を
作つ

く

る

の
が
大た

い

変へ
ん

だ
し
、
対た

い

面め
ん

授じ
ゅ

業
ぎ
ょ
う

を
止や

め
て
い
る
か
ら
月げ

っ

謝し
ゃ

を

半は
ん

額が
く

に
し
、
そ
の
分ぶ

ん

収し
ゅ
う

入に
ゅ
うが

減へ

っ
て
い
る
」
と
の
窮

き
ゅ
う

状じ
ょ
うを

語か
た

っ
た
。 

　

西に
し

田だ

み
ど
り
さ
ん
（
ピ
ニ

ャ
ー
ル
）
は
「
生せ

い

徒と

が
宿

し
ゅ
く

題だ
い

支さ
さ

え
は
地ち

域い
き

文ぶ
ん

協き
ょ
う

の
理り

解か
い

と
協き

ょ
う

力り
ょ
く

「
７
５
年ね

ん

長な
が

崎さ
き

平へ
い

和わ

へ
の
願ね

が

い
」

ポ
語ご

字じ

幕ま
く

付つ
き

、
初は

つ

動ど
う

画が

配は
い

信し
ん

２０１７年
ねん

の聖
せい

南
なん

西
せい

・林
りん

間
かん

学
がっ

校
こう

で発
はっ

表
ぴょう

する生
せい

徒
と

の様
よう

子
す

を
や
っ
て
く
れ
な
く
て
、
泣な

き

た
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

会か
い

話わ

力り
ょ
くが

変か

わ
ら
な
い
子こ

も

い
る
が
、
明あ

き

ら
か
に
落お

ち
て
い

る
子こ

も
」
と
報ほ

う

告こ
く

し
た
。
森も

り

ち
は
る
さ
ん
（
ピ
ラ
ー
ル
）

は
「
宿

し
ゅ
く

題だ
い

を
出だ

し
て
い
た
が
、

父ふ

兄け
い

会か
い

か
ら
の
要よ

う

請せ
い

で
６
月が

つ

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うも

始は
じ

め
た
。
週し

ゅ
う

２
回か

い

１
時じ

間か
ん

ず
つ

新あ
た
らし

い
漢か

ん

字じ

、
文ぶ

ん

法ぽ
う

の
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。
生せ

い

徒と

か
ら
音お

ん

読ど
く

し
て
い
る
映え

い

像ぞ
う

を
送お

く

っ
て
も

ら
っ
た
り
、
宿

し
ゅ
く

題だ
い

を
見み

た
り
、

ビ
デ
オ
を
作つ

く
っ
た
り
、
も
の
す

ご
く
忙い

そ
が

し
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うを

始は
じ

め
て
す
ご
く
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

が
良よ

い
。
生せ

い

徒と

は
５
０
人に

ん

か

ら
４
３
人に

ん

に
減へ

っ
た
」
と
の
こ

と
。 

　

渡わ
た

辺な
べ

久ひ
さ

洋ひ
ろ

さ
ん
が
教お

し

え
る

ピ
ラ
ー
ル
・
ド
・
ス
ル
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

は
、
週し

ゅ
う

５
日か

２
時じ

間か
ん

ず
つ
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うが

あ
り
、
日に

本ほ
ん

語ご

環か
ん

境き
ょ
うの

中な
か

で
自し

然ぜ
ん

に
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
を
身み

に
つ
け
て
い
く
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
も
稀ま

れ

な
教

き
ょ
う

育い
く

が

採さ
い

用よ
う

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。 

　

だ
が
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
そ
の

対た
い

面め
ん

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うが

突と
つ

然ぜ
ん

中ち
ゅ
う

止し

さ

れ
た
。
そ
の
影え

い

響き
ょ
うを

尋た
ず

ね
る

と
「
今こ

ん

週し
ゅ
うか

ら
始は

じ

め
た
４
年ね

ん

生せ
い

（
１
１
歳さ

い

）
の
オ
ン
ラ
イ

ン
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うで

愕が
く

然ぜ
ん

と
し
ま
し
た
。

３
月が

つ

ま
で
普ふ

通つ
う

に
通つ

う

じ
て
い

た
日に

本ほ
ん

語ご

の
指し

示じ

が
全ま

っ
た

く
通つ

う

じ
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
そ
の
は

ず
、
う
ち
の
生せ

い

徒と

達た
ち

は
週し

ゅ
う

５

日か

、
毎ま

い

日に
ち

２
時じ

間か
ん

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

に
来き

て
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

以い

外が
い

で
も

日に

本ほ
ん

語ご

を
聞き

い
て
い
ま
し
た
。

で
も
４
カ
月げ

つ

も
日に

本ほ
ん

語ご

を
聞き

い
て
い
な
い
と
、
忘わ

す

れ
る
・
低て

い

下か

す
る
の
は
至し

極ご
く

当と
う

然ぜ
ん

で
す
。

そ
し
て
、
ア
ニ
メ
な
ど
に
興

き
ょ
う

味み

が
出で

始は
じ

め
る
の
は
、
う
ち

で
は
だ
い
た
い
１
３
歳さ

い

ぐ
ら

い
か
ら
な
の
で
、
１
２
歳さ

い

以い

下か

の
子こ

は
大た

い

半は
ん

は
、
話は

な

す
力

ち
か
ら

は
言い

わ
ず
も
が
な
、
聞き

く
力

ち
か
ら

が
か
な
り
落お

ち
て
い
る
は
ず

で
す
」
と
分ぶ

ん

析せ
き

す
る
。 

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
未み

曽ぞ

有う

の
事じ

態た
い

だ
け
に
、
全す

べ

て
が

試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

だ
。「
１
学が

っ

期き

は
ペ

ー
パ
ー
だ
け
の
家か

庭て
い

学が
く

習し
ゅ
うを

実じ
っ

施し

し
て
お
り
、
で
も
そ
れ

だ
と
会か

い

話わ

が
足た

り
な
い
の
で
、

音お
ん

読ど
く

の
Ｃ
Ｄ
を
渡わ

た

し
た
り
し

て
声こ

え

を
出だ

し
て
プ
リ
ン
ト
を

読よ

む
よ
う
に
言い

っ
て
は
い
ま
し

た
が
、
実じ

っ

際さ
い

に
ど
れ
だ
け
の

生せ
い

徒と

が
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
た

の
か
？
意い

図と

を
わ
か
っ
て
や
っ

て
い
た
の
か
？ 

効こ
う

果か

は
あ
っ

た
の
か
？ 

と
い
う
こ
と
を
考

か
ん
が

え
る
と
、
こ
ち
ら
の
思お

も

惑わ
く

通ど
お

り
に
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
に
感か

ん

じ
ま
す
」
と
自じ

問も
ん

自じ

答と
う

す
る
。 

　

渡わ
た

辺な
べ

先せ
ん

生せ
い

の
感か

ん

触し
ょ
くで

は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
教

き
ょ
う

育い
く

は
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

の
大お

と
な
む

人
向
け
と
し
て
み

れ
ば
、
生せ

い

徒と

数す
う

が
も
っ
と
伸の

び
る
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
と
見み

て

い
る
。
む
し
ろ
問も

ん

題だ
い

は
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
子こ

供ど
も

向む

け
の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
継け

い

承し
ょ
う

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

の
方ほ

う

に
あ
る
。

　
「
今い

ま

の
と
こ
ろ
、
子こ

供ど
も

対た
い

象し
ょ
うの

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

は
ど
こ
も

大た
い

変へ
ん

な
が
ら
も
教

き
ょ
う

師し

は
皆み

な

頑が
ん

張ば

り
踏ふ

ん
張ば

っ
て
い
る
状

じ
ょ
う

態た
い

で

す
が
、
何な

ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん

と
続つ

づ

け
ら
れ

て
き
た
そ
の
よ
う
な
多お

お

く
の

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

に
、
こ
の
コ
ロ
ナ

が
致ち

命め
い

的て
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与あ

た

え
る
の
で
は
な
い
か
と
非ひ

常じ
ょ
うに

危き

惧ぐ

し
て
い
ま
す
。 

　

日に

本ほ
ん

語ご

を
教お

し

え
る
こ
と
は

確た
し

か
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き

ま
す
が
、『
純

じ
ゅ
ん

粋す
い

な
言げ

ん

語ご

教
き
ょ
う

育い
く

』
以い

外が
い

の
教

き
ょ
う

育い
く

を
行お

こ
な

う
事こ

と

が
、
子こ

供ど
も

対た
い

象し
ょ
う

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

の
大お

お

き
な
意い

義ぎ

だ
と
思お

も

う
の

で
。
そ
れ
と
子こ

供ど
も

た
ち
の
横よ

こ

の
つ
な
が
り
や
交こ

う

流り
ゅ
うの

寸す
ん

断だ
ん

も
。
特と

く

に
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

地ち

区く

で
は

林り
ん

間か
ん

学が
っ

校こ
う

を
始は

じ

め
『
生せ

い

徒と

の

交こ
う

流り
ゅ
う

行ぎ
ょ
う

事じ

』
が
多お

お

く
、
そ

れ
を
楽た

の

し
み
に
し
て
い
る
子こ

が
多お

お

く
、
ま
た
そ
れ
ら
の
行

ぎ
ょ
う

事じ

に
参さ

ん

加か

す
る
か
ら
こ
そ
学ま

な

べ
る
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
」
と
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い

こ
と
に
危き

機き

感か
ん

を
感か

ん

じ
て
い

る
。

　

自し

然ぜ
ん

な
日に

本ほ
ん

語ご

を
身み

に
付つ

け
る
に
は
、
生せ

い

活か
つ

環か
ん

境き
ょ
うの

中な
か

で
“
日に

本ほ
ん

語ご

を
シ
ャ
ワ
ー
の

よ
う
に
浴あ

び
る
”
こ
と
は
大お

お

き
な
支さ

さ

え
に
な
る
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ば
か
り
の
か
つ
て
の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

で

は
普ふ

通つ
う

だ
っ
た
が
、
現げ

ん

在ざ
い

で

は
む
ず
か
し
い
。 

　
「
そ
れ
を
補お

ぎ
な

う
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日に

本ほ
ん

語ご

の
ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
・
映え

い

画が

な
ど
を
た
く
さ
ん
見み

る
よ

う
に
、
と
も
伝つ

た

え
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
見み

て
い
た
子こ

は
、

日に
っ

記き

を
見み

る
と
む
し
ろ
日に

本ほ
ん

語ご

力り
ょ
くが

伸の

び
て
お
り
会か

い

話わ

力
り
ょ
く

も
下さ

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
見み

て
い
な
い
子こ

は
日に

っ

記き

は
変か

わ

り
ま
せ
ん
が
、
会か

い

話わ

力り
ょ
くが

か

な
り
落お

ち
て
い
ま
す
。
聞き

く

こ
と
が
ま
ま
な
ら
な
い
の
で
、

話は
な

す
方ほ

う

は
な
お
さ
ら
で
す
」 

　

そ
の
代か

わ
り
に
イ
ン
タ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
定て

い

例れ
い

会か
い

に
参さ

ん

加か

し
た
教き

ょ
う

師し

の
皆み

な

さ
ん 

ユーチューブチャンネル画
が

像
ぞう

き
な
い
か
と
思お

も

い
、
初は

つ

の
動ど

う

画が

配は
い

信し
ん

を
試こ

こ
ろ

み
る
こ
と
に
決き

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
動ど

う

画が

を

み
て
、
長な

が

崎さ
き

の
歴れ

き

史し

的て
き

事じ

実じ
つ

を
思お

も

い
出だ

し
て
も
ら
い
た
い
。

大だ
い

事じ

な
日ひ

を
忘わ

す

れ
な
い
こ
と
、

ま
た
知し

ら
な
か
っ
た
人ひ

と

に
は

認に
ん

知ち

し
て
も
ら
い
、
平へ

い

和わ

運う
ん

動ど
う

を
続つ

づ

け
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
考か

ん
が

え
て
い
ま
す
」
と
意い

気き

込ご

み
を
語か

た

る
。

　

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
よ
る
「
７
５

年ね
ん

長な
が

崎さ
き

平へ
い

和わ

へ
の
願ね

が

い
（7

5
 

ネ
ッ
ト
で
日に

本ほ
ん

の
ド
ラ
マ
や

ア
ニ
メ
を
見み

た
り
、
聞き

い
た

り
す
る
こ
と
は
大お

お

い
に
奨

し
ょ
う

励れ
い

さ
れ
る
時じ

代だ
い

に
な
っ
た
。
日に

本ほ
ん

語ご

を
学ま

な

び
た
く
な
る
よ
う

な
ド
ラ
マ
と
は
、
ア
ニ
メ
と

は
。
例た

と

え
ば
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ

ー
な
ど
が
、
見み

る
こ
と
が
奨

し
ょ
う

励れ
い

さ
れ
る
ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

に
興

き
ょ
う

味み

が
あ
り
そ
う

な
日に

っ

系け
い

人じ
ん

、
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に

広ひ
ろ

く
知し

ら
せ
る
こ
と
は
、
将

し
ょ
う

来ら
い

の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

界か
い

の
す

そ
野の

を
広ひ

ろ

げ
る
意い

味み

で
大だ

い

事じ

な
活か

つ

動ど
う

か
も
知し

れ
な
い
。 

 　

さ
ら
に
「
今い

ま

自じ

粛し
ゅ
く

期き

間か
ん

は
４
カ
月げ

つ

半は
ん

と
な
り
ま
し

た
が
、
子こ

供ど
も

も
保ほ

護ご

者し
ゃ

も

教き
ょ
う

師し

も
意い

欲よ
く

や
モ
チ
ベ
ー

よ
う
に
気き

を
付つ

け
て
。
や
り

た
い
こ
と
も
で
き
な
い
で
し
ょ

う
が
、
そ
の
時と

き

を
待ま

ち
ま
し

ょ
う
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し
た
。 

　

続つ
づ

い
て
渡わ

た

辺な
べ

会か
い

長ち
ょ
うは

「
こ

ん
な
に
長な

が

い
期き

間か
ん

、
顔か

お

を
合あ

わ
さ
な
い
の
は
初は

じ

め
て
で
す

ね
。
皆み

な

さ
ん
、
３
月が

つ

以い

降こ
う

の

活か
つ

動ど
う

の
様よ

う

子す

を
教お

し

え
て
く
だ

さ
い
」
と
呼よ

び
か
け
た
。
通つ

う

常じ
ょ
うな

ら
２
カ
月げ

つ

に
１
回か

い

開か
い

催さ
い

さ
れ
て
い
る
。 

　

各か
く

校こ
う

と
も
文ぶ

ん

協き
ょ
うに

属ぞ
く

し
た

形か
た
ちで

経け
い

営え
い

さ
れ
て
お
り
、
現げ

ん

在ざ
い

の
状

じ
ょ
う

態た
い

は
《
１
》
週し

ゅ
う

１
～

３
回か

い

宿し
ゅ
く

題だ
い

を
出だ

し
て
親お

や

な
ど

に
取と

り
に
来き

て
も
ら
っ
て
採さ

い

点て
ん

（
カ
ッ
ポ
ン
・
ボ
ニ
ー
ト
、
サ

ン
ミ
ゲ
ル
・
ア
ル
カ
ン
ジ
ョ
）、

《
２
》
オ
ン
ラ
イ
ン
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うに

切き

り
替か

え
（
ソ
ロ
カ
バ
、
レ
ジ

ス
ト
ロ
）、《
３
》
一い

ち

時じ

完か
ん

全ぜ
ん

ス
ト
ッ
プ
（
イ
ビ
ウ
ー
ナ
、
ピ

エ
ダ
ー
デ
）
な
ど
主お

も

に
３
種し

ゅ

類る
い

の
状

じ
ょ
う

態た
い

に
分わ

か
れ
た
。
ピ

ラ
ー
ル
・
ド
・
ス
ル
は
宿

し
ゅ
く

題だ
い

提て
い

出し
ゅ
つを

中
ち
ゅ
う

心し
ん

に
一い

ち

部ぶ

オ
ン
ラ

聖せ
い

南な
ん

西せ
い

教き
ょ
う

育い
く

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い 

っ
た
。
あ
あ
い
っ
た
話は

な
し

を
先せ

ん

生せ
い

達た
ち

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

や
保ほ

護ご

者し
ゃ

会か
い

の
人ひ

と

達た
ち

に
も
聞き

い
て
ほ
し
い
し
、
知し

ら
な
い
と

い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思お

も

う
。
今こ

ん

度ど

の
会か

い

議ぎ

に
は
教

き
ょ
う

師し

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
そ
う
い
っ
た

人ひ
と

達た
ち

に
も
参さ

ん

加か

し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
要よ

う

望ぼ
う

し
て
き
た
と
の
こ
と
。
ま

さ
に
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

運う
ん

営え
い

は
地ち

域い
き

と
一い

っ

体た
い

に
な
っ
て
や
る
べ
き

で
あ
り
、
幅は

ば

広ひ
ろ

く
参さ

ん

加か

し
て

も
ら
う
意い

味み

は
あ
り
そ
う
だ
。

伝つ
た

わ
る
。
コ
ロ
ニ
ア
に
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
継け

い

承し
ょ
うさ

せ
る
た
め
の

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

は
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
の
語ご

学が
く

教き
ょ
う

育い
く

と
は
違ち

が

う
。
地ち

域い
き

文ぶ
ん

協き
ょ
うの

理り

解か
い

と
協

き
ょ
う

力り
ょ
くは

最も
っ
と

も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
支さ

さ

え
だ
ろ

う
。 

　
　
　
　
　

◎

　

聖せ
い

南な
ん

西せ
い

教き
ょ
う

育い
く

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

の

オ
ン
ラ
イ
ン
定て

い

例れ
い

会か
い

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
あ
る
地ち

域い
き

文ぶ
ん

協き
ょ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

は
、「（
教

き
ょ
う

師し

た
ち
が
人ひ

と

知し

れ

ず
や
っ
て
き
た
努ど

力り
ょ
くの

）
話は

な
しを

聞き

い
て
い
て
涙な

み
だが

出で

そ
う
に
な

de-jornada-e-salario-
e

-su
sp

e
n

sa
o

-d
e

-
con

trato

）
を
活か

つ

用よ
う

し
て
、

雇こ

用よ
う

を
維い

持じ

す
る
代か

わ
り
に

政せ
い

府ふ

が
給

き
ゅ
う

与よ

の
７
０
％
を
補ほ

填て
ん

、
雇や

と

い
主ぬ

し

（
文ぶ

ん

協き
ょ
う

）
は

３
０
％
と
い
う
制せ

い

度ど

を
活か

つ

用よ
う

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
見み

ら
れ

た
。
文ぶ

ん

協き
ょ
うが

責せ
き

任に
ん

を
持も

っ
て
、

教き
ょ
う

師し

の
待た

い

遇ぐ
う

を
保ほ

証し
ょ
うす

る
こ

と
は
重

じ
ゅ
う

要よ
う

だ
。
そ
の
信し

ん

頼ら
い

関か
ん

係け
い

が
あ
る
か
ら
教

き
ょ
う

師し

の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
保た

も

た
れ
る
し
、

そ
れ
が
生せ

い

徒と

に
熱ね

つ

意い

と
し
て

　

聖せ
い

南な
ん

西せ
い

地ち

区く

で
は
全ぜ

ん

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

が
地ち

域い
き

文ぶ
ん

協き
ょ
うの

傘さ
ん

下か

に
あ
る
。
そ
の
文ぶ

ん

協き
ょ
うの

職
し
ょ
く

員い
ん

と
し
て
雇こ

用よ
う

登と
う

録ろ
く

さ
れ
て
い

る
教

き
ょ
う

師し

な
ら
、
コ
ロ
ナ
禍か

の
雇こ

用よ
う

安あ
ん

定て
い

暫ざ
ん

定て
い

法ほ
う
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長は

谷せ

川が
わ

美み

雪ゆ
き

さ
ん
（
ソ
ロ

カ
バ
）
は
「
ま
っ
た
く
や
っ
た

こ
と
な
か
っ
た
が
、
６
月が

つ

か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを

開か
い

始し

し
た
。
複ふ

く

式し
き

が
難む

ず
か

し
い
と
痛つ

う

感か
ん

。
準

じ
ゅ
ん

備び

に
２
倍ば

い

時じ

間か
ん

が
か

か
る
。
特と

く

に
大お

と
な人

の
生せ

い

徒と

に

好こ
う

評ひ
ょ
うで

、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後ご

も

オ
ン
ラ
イ
ン
は
活か

つ

用よ
う

で
き
そ

う
。
だ
が
先せ

ん

生せ
い

た
ち
は
み
な

パ
ソ
コ
ン
疲つ

か

れ
し
て
い
る
」
と

語か
た

っ
た
。 

　

吉よ
し

川か
わ

知ち

恵え

子こ

さ
ん
（
ピ
エ

ダ
ー
デ
）
は
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

始は
じ

ま
っ
て
か
ら
会か

い

館か
ん

に
カ
ゼ
イ

ロ
が
い
な
く
な
っ
て
中な

か

に
入は

い

れ

ず
、
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うで

き
な
い
。
山や

ま

が

多お
お

い
環か

ん

境き
ょ
うな

の
で
丘お

か

の
上う

え

に

登の
ぼ

ら
な
い
と
ネ
ッ
ト
が
で
き
な

い
子こ

供ど
も

も
い
る
」
と
の
こ
と
。 

　

浅あ
さ

沼ぬ
ま

フ
ァ
ビ
ア
ー
ノ
さ
ん

（
レ
ジ
ス
ト
ロ
）
で
は
「
６
０

人に
ん

ち
ょ
っ
と
い
た
生せ

い

徒と

が
大お

と
な人

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
辞や

め
１
８
人に

ん

ま
で

減へ

っ
た
。
残の

こ
っ
た
生せ

い

徒と

は
関か

ん

心し
ん

が
高た

か

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
方ほ

う

が
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

に
参さ

ん

加か

す
る
生せ

い

徒と

も
い
て
ビ
ッ
ク
リ
」
な
ど
。 

　

運う
ん

営え
い

責せ
き

任に
ん

を
持も

つ
地ち

域い
き

文ぶ
ん

協き
ょ
うの

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

に
対た

い

す
る

熱ね
つ

意い

や
力ち

か
ら

の
入い

れ
方か

た

が
、
教

き
ょ
う

師し

の
待た

い

遇ぐ
う

や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
強つ

よ

い
影え

い

響き
ょ
うを

与あ
た

え
、
生せ

い

徒と

へ
の
対た

い

応お
う

と
な
っ
て
表あ

ら
わ

れ
て
い

る
こ
と
が
浮う

き
彫ぼ

り
に
な
っ
た

形か
た
ちだ

。 

　

参さ
ん

加か

者し
ゃ

か
ら
は
「
地ち

区く

イ

ベ
ン
ト
の
中

ち
ゅ
う

止し

は
何な

ん

と
か
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

現げ
ん

場ば

教き
ょ
う

師し

は
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを

す
る
の
で
、

　

各か
く

校こ
う

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

教き
ょ
う

師し

ら
１
７
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
て
開か

い

会か
い

し
た
冒ぼ

う

頭と
う

、
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

連れ
ん

合ご
う

（
Ｕ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
）
の
教

き
ょ
う

育い
く

部ぶ

長ち
ょ
う、

市い
ち

川か
わ

幸こ
う

三ぞ
う

さ
ん
は

「
皆み

な

さ
ん
コ
ロ
ナ
に
罹か

か

ら
な
い

陰
いん

性
せい

証
しょう

明
めい

書
しょ

の提
てい

示
じ

義
ぎ

務
む

化
か

出
しゅっ

国
こく

時
じ

にＰＣＲ検
けん

査
さ

求
もと

める

航
こう

空
くう

各
かく

社
しゃ

　１７日
に ち

（月
げ つ

）晩
ば ん

から郵
ゆ う

便
び ん

労
ろ う

働
ど う

者
し ゃ

組
く み

合
あ い

連
れ ん

合
ご う

（FENTECT）が全
ぜ ん

国
こ く

で無
む

期
き

限
げ ん

でストライキに入
は い

った。約
や く

１０万
ま ん

人
に ん

が所
し ょ

属
ぞ く

しており、多
お お

くの配
は い

達
た つ

機
き

能
の う

が麻
ま

痺
ひ

することが予
よ

想
そ う

される。「郵
ゆ う

便
び ん

局
きょく

民
み ん

営
え い

化
か

反
は ん

対
た い

」はもとより、「医
い

療
りょう

保
ほ

険
け ん

加
か

入
にゅう

の増
ぞ う

加
か

」
などの要

よ う

求
きゅう

を掲
か か

げており、いつ終
お

わるのかまっ
たく予

よ

想
そ う

がつかない状
じょう

況
きょう

だ。
　このため、郵

ゆ う

便
び ん

で本
ほ ん

紙
し

を受
う

け取
と

っている読
ど く

者
し ゃ

にはしばらく届
と ど

かなくなる。郵
ゆ う

便
び ん

で本
ほ ん

紙
し

を受
う

け
取

と

っている読
ど く

者
し ゃ

にはご迷
め い

惑
わ く

をかけるが、なにと
ぞ忍

に ん

耐
た い

と理
り

解
か い

のほどをよろしくお願
ね が

いしたい。

シ
ョ
ン
は
ま
だ
な
ん
と
か
保た

も

て
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
学が

っ

校こ
う

を
続つ

づ

け
て
く
れ
て
い
る
。
で

も
こ
れ
が
今こ

年と
し

い
っ
ぱ
い
続つ

づ

い
た
時と

き

、
来ら

い

年ね
ん

も
続つ

づ

い
た

時と
き

に
、
や
る
気き

を
保た

も

て
る
の

か
？
」
と
の
恐お

そ

れ
て
い
る
。 

　

そ
こ
の
部ぶ

分ぶ
ん

こ
そ
、
地ち

域い
き

文ぶ
ん

協き
ょ
うや

保ほ

護ご

者し
ゃ

会か
い

が
支さ

さ

え
る

べ
き
部ぶ

分ぶ
ん

だ
ろ
う
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
よ
っ
て
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

が
総そ

う

崩く
ず

れ
に
な
れ
ば
、
コ
ロ
ニ

ア
に
お
け
る
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

継け
い

承
し
ょ
う

自じ

体た
い

が
弱

じ
ゃ
く

体た
い

化か

す
る
こ
と
は

目め

に
見み

え
て
い
る
。
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

だ
け
に
責せ

き

任に
ん

を
押お

し
付つ

け
る
訳わ

け

に
は
い
か
な
い
の
で
は

な
い
か
。 　
　
　
　
　
（
深ふ

か

） 

ま
す
ま
す
疲つ

か

れ
て
お
り
企き

画か
く

が
で
き
な
い
、
余よ

裕ゆ
う

が
な
い

様よ
う

子す

。
で
き
れ
ば
学が

く

習し
ゅ
う

者し
ゃ

間か
ん

の
交こ

う

流り
ゅ
うが

で
き
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋つ

な

が
れ
ば
と

い
う
声こ

え

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

日に

本ほ
ん

に
い
る
青せ

い

年ね
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
任に

ん

期き

期き

間か
ん

中ち
ゅ
うの

人ひ
と

）
に

協き
ょ
う

力り
ょ
く、

企き

画か
く

し
て
も
ら
え
な

い
の
か
な
？
」
と
の
声こ

え

も
上あ

が

っ
て
い
た
。 

　

今こ
ん

後ご

の
予よ

定て
い

に
関か

ん

し
て
は
、

聖せ
い

州し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

の
方ほ

う

針し
ん

で
ブ
ラ
ジ

ル
学が

っ

校こ
う

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

開か
い

始し

が
１
０

月が
つ

７
日か

に
延え

ん

期き

さ
れ
た
こ
と

を
受う

け
、
各か

く

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

も

そ
れ
に
準じ

ゅ
ん

じ
て
対た

い

面め
ん

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うを

再さ
い

開か
い

す
る
か
ど
う
か
を
保ほ

護ご

者し
ゃ

会か
い

な
ど
と
話は

な

し
合あ

う
こ
と

が
申も

う

し
合あ

わ
さ
れ
た
。

ッ
セ
ー
ジ
、
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
活か

つ

動ど
う

写し
ゃ

真し
ん

な
ど
が
含ふ

く

ま
れ
た
約や

く

１
時じ

間か
ん

の
映え

い

像ぞ
う

で
、
全す

べ

て
ポ

ル
ト
ガ
ル
語ご

字じ

幕ま
く

付つ

き
。

　

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
うの

川か
わ

崎さ
き

博ひ
ろ
しさ

ん
（
長な

が

崎さ
き

県け
ん

、
７
２

歳さ
い

）
は
、「
長な

が

崎さ
き

に
原げ

ん

爆ば
く

投と
う

下か

さ
れ
た
８
月が

つ

９
日か

近き
ん

辺ぺ
ん

に
、

県け
ん

人じ
ん

会か
い

で
は
毎ま

い

年と
し

慰い

霊れ
い

ミ
サ

を
行

お
こ
な

っ
て
い
ま
す
が
、
今こ

年と
し

は
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
影え

い

響き
ょ
うで

で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
何な

ん

と
か
別べ

つ

の
方ほ

う

法ほ
う

で
続つ

づ

け
る
こ
と
は
で

理り

の
ス
ピ
ー
チ
、
そ
の
他ほ

か

に

は
長な

が

崎さ
き

の
原げ

ん

爆ば
く

を
題だ

い

材ざ
い

に
し

た
紙か

み

芝し
ば

居い

「
瞳ひ

と
み

の
中な

か

の
子こ

ど

も
た
ち
」
の
朗ろ

う

読ど
く

、
藤ふ

じ

山や
ま

一い
ち

郎ろ
う

「
長な

が

崎さ
き

の
鐘か

ね

」
の
歌か

唱し
ょ
う

映え
い

像ぞ
う

、
ブ
ラ
ジ
ル
被ひ

爆ば
く

者し
ゃ

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う

森も
り

田た

隆た
か
しさ

ん
に
よ
る
メ

N
agasaki

）」
を
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
上じ

ょ
う

で
動ど

う

画が

配は
い

信し
ん

す
る
こ

と
を
決け

っ

定て
い

し
た
。

　

こ
れ
は
、
２
０
１
９
年ね

ん

の

長な
が

崎さ
き

平へ
い

和わ

祈き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

で
の
県け

ん

知ち

事じ

と
市し

長ち
ょ
うの

ス
ピ
ー
チ
、

２
０
２
０
年ね

ん

の
安あ

倍べ

晋し
ん

三ぞ
う

総そ
う

　

ブ
ラ
ジ
ル
長な

が

崎さ
き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
森も

り

繁し
げ

親ち
か

会か
い

長ち
ょ
う）

は
２
０
日か

１
９
時じ

３
０
分ぷ

ん

か
ら
、
長な

が

崎さ
き

被ひ

爆ば
く

７
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
た
「
７
５
年ね

ん

長な
が

崎さ
き

平へ
い

和わ

へ

の
願ね

が

い
（7

5
 an

o
s E

s-
peran

ça de P
az em

 
an

os E
sp

eran
ça d

e 
P

az em
 N

ag
asaki

）」
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
時じ

間か
ん

８
月が

つ

２
０
日か

１
９
時じ

３
０
分ぷ

ん

よ
り

開か
い

始し

。
動ど

う

画が

視し

聴ち
ょ
うは

ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
（you

tu
b

e.com
/

w
atch

?v=w
X

jG
I1

d0
 

rrs

）
で
。
子こ

や
孫ま

ご

と
一い

っ

緒し
ょ

に

視し

聴ち
ょ
うす

る
の
も
一い

っ

興き
ょ
うか

も
。

　

伯は
っ

国こ
く

出し
ゅ
っ

国こ
く

の
際さ

い

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検け
ん

査さ

陰い
ん

性せ
い

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

の
取し

ゅ

得と
く

を

求も
と

め
る
航こ

う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

が
増ふ

え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
在ざ

い

聖せ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

は
必ひ

つ

要よ
う

な
書し

ょ

類る
い

な
ど
の
事じ

前ぜ
ん

確か
く

認に
ん

す
る
よ

う
注

ち
ゅ
う

意い

喚か
ん

起き

を
行

お
こ
な

っ
て
い
る
。

エ
ミ
レ
ー
ツ
航こ

う

空く
う

で
は
、
８

月が
つ

初は
じ

め
か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

本ほ
ん

間か
ん

で
ド
バ
イ
を
経け

い

由ゆ

す
る

場ば

合あ
い

（
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
の
み

を
行お

こ
な

う
場ば

合あ
い

を
含ふ

く

む
）、
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

前ま
え

９
６
時じ

間か
ん

以い

内な
い

に
発は

っ

行こ
う

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検け

ん

査さ

陰い
ん

性せ
い

証
し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

を
携け

い

行こ
う

し
、
搭と

う

乗じ
ょ
う

前ま
え

に

航こ
う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

に
対た

い

し
て
提て

い

示じ

す

る
こ
と
が
義ぎ

務む

と
な
っ
た
。

カ
タ
ー
ル
航こ

う

空く
う

で
も
今こ

ん

月げ
つ

１
３
日に

ち

よ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
発は

つ

の
フ
ラ
イ
ト
に
搭と

う

乗じ
ょ
うす

る
際さ

い

、

出し
ゅ
っ

発ぱ
つ

前ま
え

７
２
時じ

間か
ん

以い

内な
い

に

発は
っ

行こ
う

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検け

ん

査さ

の

陰い
ん

性せ
い

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

を
携け

い

行こ
う

、
搭と

う

乗じ
ょ
う

前ま
え

に
同ど

う

航こ
う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

に
対た

い

し

て
提て

い

示じ

す
る
こ
と
が
義ぎ

務む

づ

け
ら
れ
て
い
る
。

　

尚な
お

、
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

前ま
え

の
指し

定て
い

時じ

間か
ん

内な
い

に
発は

っ

行こ
う

さ
れ
た
陰い

ん

性せ
い

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

を
提て

い

示じ

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る

が
、
指し

定て
い

時じ

間か
ん

内な
い

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検け
ん

査さ

を
行お

こ
な

う
必ひ

つ

要よ
う

は
な
い
。

　

各か
く

航こ
う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

に
よ
っ
て
制せ

い

約や
く

が
違ち

が

う
た
め
、
帰き

国こ
く

の
際さ

い

は
事じ

前ぜ
ん

に
航こ

う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等な

ど

で
調し

ら

べ
る
よ
う
に
、

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

は
呼よ

び
か
け
て
い

る
。

□郵
ゆう

便
びん

局
きょく

ストのお知
し

らせ□



３
、４
月
の
マ
イ
ナ
ス
埋
ま
ら
ず

る
と
判
断
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
司
法
判
断
が
下
さ
れ
て

い
る
」と
訴
え
て
い
る
。ダ
ー

タ
・
ロ
イ
ヤ
ー
司
法
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
と
、
２
０
１
４
年

以
降
の
オ
ン
ラ
イ
ン
訴
訟
も

含
め
て
６
２
万
５
千
件
以

上
、
４
９
５
億
レ
ア
ル
の
支

払
い
を
争
う
労
働
訴
訟
が
こ

の
問
題
に
関
連
し
て
い
る
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

最
高
裁
が
こ
の
問
題
に
つ

い
て
最
終
判
断
を
下
す
日
程

に
つ
い
て
は
定
め
ら
れ
て
い

な
い
。
た
だ
し
、
歴
史
的
に

は
、
２
０
１
５
年
以
降
、
労

働
協
約
を
優
先
し
、
労
働
法

の
規
制
を
弾
力
的
に
適
用
す

る
と
い
う
と
い
う
流
れ
が
で

き
て
い
る
。
た
だ
し
、
労
働

協
約
が
法
律
に
対
し
て
優
先

す
る
と
明
確
に
示
さ
れ
た

　

ブ
ラ
ジ
ル
地
理
統
計
資
料
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
は
１
１
日
、
地
域
別
に
見
た
２
０
２
０
年
６
月
の
工
業
生
産
が
、

１
５
地
域
中
１
４
地
域
で
前
月
を
上
回
っ
た
発
表
し
た
。
全
国
平
均
が
８
・９
％
増
を
記
録
し
た
の
と
同
様
、
大
部

分
で
比
較
対
象
と
な
る
前
月
の
水
準
が
低
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
依
然
と
し
て
、
社
会
的
隔
離
策
の
導
入

が
進
め
ら
れ
た
３
月
と
４
月
の
マ
イ
ナ
ス
を
埋
め
合
わ
せ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

前
月
の
水
準
の
低
さ
が
理
由

ま
で
審
理
を
中
断
し
、
労
働

制
度
改
革
判
決
、
あ
る
い
は

判
断
を
無
効
と
す
る
判
決
を

下
し
た
。

　

最
高
裁
に
提
出
さ
れ
た
申

し
立
て
に
基
づ
い
て
今
回
の

判
断
が
く
だ
さ
れ
た
。
こ

の
問
題
を
担
当
し
た
ジ
ウ

マ
ー
ル
・
メ
ン
デ
ス
判
事
は

「
２
０
１
９
年
７
月
に
国
内

の
す
べ
て
の
審
理
を
停
止
す

　

最
高
裁
は
「
憲
法
に
則
さ

ず
労
働
者
の
権
利
を
譲
歩
す

る
形
で
労
組
と
交
わ
さ
れ
た

労
働
協
約
の
条
件
は
無
効
で

あ
る
」
と
す
る
労
働
裁
判
所

の
判
断
を
取
り
消
す
判
断
を

下
し
た
。
こ
の
問
題
で
は
、

少
な
く
と
も
８
件
の
訴
訟

で
、
労
働
協
約
が
法
律
に
よ

る
統
制
に
優
先
す
る
か
ど
う

か
の
統
一
判
断
が
下
さ
れ
る

全
て
は
最
高
裁
の
最
終
判
断
待
ち
に

４
月
に
記
録
し
た
落
ち
込
み

の
速
度
の
半
分
と
い
う
も
の

で
あ
り
、
Ｖ
字
回
復
と
い
う

よ
り
は
Ｌ
字
に
近
い
」
と
付

け
加
え
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
認
識
の
背

景
に
つ
い
て
カ
グ
ニ
ン
氏

は
、
６
月
の
伸
び
が
５
月
を

上
回
っ
た
地
域
が
わ
ず
か

だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

「
加
速
度
的
な
回
復
は
、
プ

メンデス判事

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
カ
グ
ニ
ン
氏

回
復
の
勢
い
は
む
し
ろ
減
少

せ
シ
ー
メ
ン
ス
・
エ
ナ
ジ
ー

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も
想
定

す
る
。
こ
の
新
戦
略
に
お
い

て
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
の
リ

フ
ァ
レ
ン
ス
と
し
て
、
中
核

市
場
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

２
０
１
９
年
に
発
表
さ
れ

た
こ
の
新
会
社
は
、
設
立
に

向
け
た
手
続
き
の
最
終
段

階
に
あ
る
。
２
０
２
０
年
７

月
に
は
シ
ー
メ
ン
ス
の
株
主

が
、シ
ー
メ
ン
ス
・
エ
ナ
ジ
ー

の
新
規
株
式
公
開（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）

を
承
認
済
み
。
新
会
社
の
株

式
は
、
１
０
月
初
旬
ま
で
に

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
証
券
取
引

　

バ
ロ
ー
ル
紙
が
集
め
た
ア

ナ
リ
ス
ト
の
意
見
に
基
づ
く

と
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
地

域
の
大
部
分
で
、
６
月
は
工

場
が
操
業
を
再
開
し
た
前
月

と
比
較
し
て
回
復
の
勢
い
が

失
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。
業

界
の
こ
の
よ
う
な
ブ
レ
ー
キ

に
つ
い
て
ア
ナ
リ
ス
ト
は
、

国
内
工
業
の
回
復
が
よ
り
長

期
的
な
足
取
り
を
辿
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
、
ま
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な

感
染
の
波
が
ど
の
よ
う
に
発

生
す
る
か
に
よ
っ
て
変
化
す

る
と
指
摘
し
た
。

　

工
業
開
発
分
析
研
究
所

憲
法
無
視
の
労
働
協
約
無
効
判
決
取
消

当
取
締
役
は
バ
ロ
ー
ル
紙
に

対
し
て
、
今
回
の
買
収
案
件

が
「
単
独
案
件
と
し
て
の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」
に
過
ぎ

ず
、
債
務
に
対
し
て
目
立
っ

た
影
響
は
与
え
な
い
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。
そ
の
上
で
、
新

た
な
買
収
は
検
討
さ
れ
て
い

な
い
と
強
調
。
引
き
続
き
、

配
当
に
照
準
を
合
わ
せ
た
経

営
に
取
り
組
む
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。

「
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
り
、

６月に１４地域で生産拡大も工業
生産

（３） ２０２０（令和二）年第５５５３号  ８月 １９日 （水曜日）

理
の
停
止
を
決
定
し
た
後
の

５
月
２
６
日
に
、
Ｔ
Ｒ
Ｔ
が

判
決
を
下
し
た
こ
と
を
認
め

た
。
同
判
事
に
よ
る
と
、「
審

理
の
即
時
中
止
と
い
う
結
果

が
求
め
ら
れ
る
状
況
下
で
、

Ｔ
Ｒ
Ｔ
は「
婉
曲
的
な
手
法
」

で
労
働
協
約
の
条
項
の
失
効

の
は
、
法
律
第
１
３
４
６
７

号
が
制
定
さ
れ
、
第
６
１
１

―
Ａ
条
に
明
記
さ
れ
た

２
０
１
７
年
以
降
の
こ
と

だ
。

　

申
し
立
て
の
ひ
と
つ
は
、

カ
ル
メ
ン
・
ル
シ
ア
判
事
が

担
当
し
て
い
る
。同
判
事
は
、

リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
・
ド
・
ス

ル
州
労
働
地
方
裁
判
所
（
Ｔ

Ｒ
Ｔ
）
第
７
法
定
の
判
決
を

無
効
と
し
た
。
同
地
裁
は
、

医
薬
品
販
売
担
当
者（
Ｍ
Ｒ
）

の
勤
務
時
間
を
管
理
す
る
た

め
に
携
帯
電
話
の
使
用
を
禁

止
す
る
労
働
協
約
の
条
項
の

失
効
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
同
裁
の
裁
判
官
ら
は
、

ラ
ス
と
い
う
だ
け
で
な
く
次

第
に
伸
び
が
増
大
し
て
い
る

こ
と
が
前
提
で
、
こ
の
よ
う

な
状
況
だ
っ
た
地
域
は
わ
ず

か
だ
」
と
い
う
。
こ
う
し

た
わ
ず
か
な
地
域
の
ひ
と
つ

が
、サ
ン
パ
ウ
ロ
州
工
業
で
、

５
月
に
８
・
９
％
増
だ
っ
た

も
の
が
６
月
は
１
０
・
２
％

増
を
記
録
し
た
。「
こ
の
状

況
は
理
想
的
で
、
伸
び
が
増

大
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

国
内
の
工
業
と
し
て
も
業
態

が
多
様
だ
と
い
う
こ
と
が
重

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
を
受

け
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
及

び
カ
リ
ブ
海
地
域
の
輸
出

が
２
０
２
０
年
に
前
年
比

２
３
％
減
を
記
録
す
る
見
込

み
。
国
連
中
南
米
カ
リ
ブ
経

済
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｃ
）

が
６
日
、
発
表
し
た
。
こ
の

落
ち
込
み
は
、
国
際
金
融
危

機
が
発
生
し
た
２
０
０
９
年

の
２
１
％
減
を
上
回
る
規
模

だ
と
い
う
。

　

同
委
員
会
の
発
表
に
よ

る
と
、「
コ
ロ
ナ
が
国
際
貿

易
及
び
物
流
に
与
え
る
影

響
」
か
ら
こ
の
地
域
の
輸
出

が
２
３
％
落
ち
込
み
、
輸
入

は
２
５
％
落
ち
込
む
と
し
て

い
る
。「
コ
ロ
ナ
は
２
重
に

影
響
を
与
え
る
。
一
方
で
、

中
国
と
ア
メ
リ
カ
、
欧
州
の

よ
う
な
主
要
な
貿
易
相
手
国

の
需
要
が
落
ち
込
み
輸
出
に

影
響
す
る
。
他
方
、
外
出
の

規
制
や
生
産
活
動
の
停
止
な

ど
で
供
給
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生

し
た
」
と
Ｅ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｃ
国
際

貿
易
部
の
井
上
敬
治
氏
は
話

す
。

　

井
上
氏
に
よ
る
と
、

２
０
２
０
年
は
輸
出
が
金
額

以
上
に
数
量
ベ
ー
ス
で
落

ち
込
む
珍
し
い
機
会
に
な

当
社
に
大
き
な
価
値
を
も
た

ら
し
た
。
そ
し
て
最
も
重
要

な
こ
と
は
、
こ
の
買
収
が
、

利
払
い
前
・
税
引
き
前
・
減

価
償
却
前
利
益
（
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ

Ｄ
Ａ
）
に
対
す
る
純
負
債
の

比
率
を
示
す
負
債
レ
バ
レ
ッ

ジ
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と

い
う
こ
と
だ
」
と
同
取
締
役

は
コ
メ
ン
ト
。
な
お
、
６

月
３
０
日
時
点
で
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
・
フ
ー
ズ
の
負
債
レ
バ

レ
ッ
ジ
は
２
・
６
倍
だ
。
同

社
は
既
に
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
利
益
の
２
５
％
と
い
う

水
準
を
上
回
る
配
当
が
認
め

ら
れ
る
２
・
５
倍
と
い
う
負

債
レ
バ
レ
ッ
ジ
で
年
末
を
迎

え
、
利
益
の
５
０
％
を
株
主

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
の
変
化

や
脱
炭
素
か
と
い
っ
た
世
界

的
な
取
り
組
み
を
踏
ま
え

て
、
ド
イ
ツ
系
資
本
の
シ
ー

メ
ン
ス
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
業

界
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
拡
大
に

向
け
た
組
織
の
再
編
を
進
め

る
。
こ
の
再
編
計
画
で
は
、

事
業
部
門
を
ス
ピ
ン
オ
フ
さ

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
食
肉
会
社
買
収

負
債
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
は
影
響
せ
ず

シ
ー
メ
ン
ス
が
組
織
を
再
編

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
成
長
に
よ
り

　

ア
ン
ド
ラ
ー
デ
・
グ
テ
ィ

エ
レ
ス
が
、
傘
下
の
持
ち
株

会
社
Ａ
Ｇ
パ
ル
チ
シ
パ
ソ
ン

エ
ス
を
通
じ
て
太
陽
光
発
電

業
界
に
参
入
す
る
。同
社
は
、

フ
ラ
ン
ス
資
本
で
カ
ジ
ノ
・

グ
ル
ー
プ
傘
下
の
グ
リ
ー

ン
・
イ
エ
ロ
ー
と
建
設
会
社

で
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州

に
本
社
を
置
く
バ
ル
ボ
ー

ザ
・
メ
ー
ロ
と
合
弁
会
社
を

立
ち
上
げ
、
分
散
型
発
電
市

場
に
参
入
す
る
。

　

新
会
社
の
名
称
は
エ
ヴ
ォ

ル
ア
で
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ

イ
ス
州
で
２
０
２
１
年
末
ま

で
に
展
開
を
予
定
す
る
第
１

段
階
で
、
１
億
６
千
万
レ
ア

ル
の
投
資
を
見
込
む
。
た
だ

し
、
第
１
ス
テ
ッ
プ
以
降
の

そ
の
後
の
数
年
間
は
他
州
に

も
進
出
し
て
事
業
の
拡
大
を

目
指
す
。

　

２
０
２
０
年
１
０
月
に
エ

ヴ
ォ
ル
ア
は
、ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ

ラ
イ
ス
州
ピ
ラ
ポ
ー
ラ
で
、

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
使
用

し
た
最
初
の
発
電
所
の
稼
働

を
予
定
す
る
。
発
電
能
力
は

ミネルヴァ

る
可
能
性
が
あ
る
と
話
す
。

２
０
２
０
年
に
関
し
て
Ｅ
Ｃ

Ｌ
Ａ
Ｃ
は
、
数
量
ベ
ー
ス
で

１
２
％
減
、
金
額
ベ
ー
ス
で

は
１
１
％
減
、
合
計
２
３
％

減
を
見
込
む
。「
こ
の
こ
と

は
、
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
の

高
い
単
価
以
上
に
需
要
が
落

ち
込
ん
だ
こ
と
が
決
定
的
に

影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
」

と
い
う
。

　

Ｅ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｃ
に
よ
る

と
、
地
域
の
財
の
輸
出
量

と
輸
入
量
の
落
ち
込
み
は
、

２
０
２
０
年
１
―
５
月
に
前

年
同
期
比
１
７
％
減
で
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
が
２
５
％
減
、
ペ

を
判
断
し
た
と
認
め
た
。

　

製
薬
会
社
を
代
表
し
て
申

し
立
て
を
行
っ
た
シ
オ
デ
・

ミ
ニ
ク
ッ
シ
法
律
事
務
所
の

ダ
ニ
エ
ル
・
シ
オ
デ
弁
護
士

は
、
Ｔ
Ｒ
Ｔ
が
メ
ン
デ
ス
判

事
の
判
決
に
違
反
し
た
と
話

す
。　
　
　
（
７
日
付
掲
載
）

ル
ー
が
２
５
・
３
％
減
、
ボ

リ
ビ
ア
が
２
３
・
８
％
減
、

メ
キ
シ
コ
が
２
０
・
８
％
減

と
い
っ
た
、
一
部
の
国
は
こ

の
期
間
に
輸
出
を
大
き
く
減

少
さ
せ
た
と
い
う
。

　

域
内
で
輸
出
を
拡
大
さ
せ

た
国
は
コ
ス
タ
リ
カ
と
グ
ア

テ
マ
ラ
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
だ
け
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
国
は
、
食
料
品
の

輸
出
と
マ
ス
ク
の
よ
う
な
防

護
用
品
の
輸
出
が
、
輸
出
拡

大
を
後
押
し
し
た
。

　

１
―
５
月
の
対
米
輸
出

は
２
２
・
２
％
減
（
金
額

ベ
ー
ス
）
で
、
Ｅ
Ｕ
向
け
は

１
４
・
３
％
減
を
記
録
し
た
。

一
方
、
域
内
へ
の
輸
出
は

２
３
・
９
％
減
だ
っ
た
。
ま

た
ア
ジ
ア
向
け
は
、
対
中
輸

出
が
１
・
２
％
減
を
記
録
し

た
。　
　
　
（
７
日
付
掲
載
）

ルノーが解雇を撤回
７月に発表の７４７人

業
が
全
国
的
に
生
産
活
動
を

再
開
し
た
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
緊
急
所
得
支
援
の
よ
う

な
政
府
の
対
策
に
よ
っ
て
収

入
に
占
め
る
消
費
の
比
重
が

大
き
な
低
所
得
層
の
需
要
を

支
え
た
こ
と
も
貢
献
し
た
と

指
摘
。「
し
か
し
、
工
業
部

門
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
失
わ

れ
た
部
分
を
取
り
戻
し
て
い

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、

ア
の
食
肉
会
社
ヴ
ィ
ジ
ャ
グ

ア
ル
を
１
４
０
０
万
ド
ル
で

買
収
し
た
。
こ
の
買
収
で
、

同
社
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
内
事

業
は
２
倍
に
成
長
す
る
。

　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
・
フ
ー
ズ
の

エ
ジ
ソ
ン
・
チ
ク
レ
財
務
担

　

南
米
最
大
の
牛
肉
輸
出
会

社
で
ブ
ラ
ジ
ル
資
本
の
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
・
フ
ー
ズ
が
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
地
域
に
お
け
る

事
業
拡
大
戦
略
で
新
た
な
一

歩
を
推
し
進
め
た
。
同
グ

ル
ー
プ
は
５
日
、
コ
ロ
ン
ビ

　

２
０
１
９
／
２
０
農
年
の

小
麦
収
穫
量
が
記
録
を
更
新

す
る
勢
い
と
な
っ
て
お
り
、

結
果
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
小

麦
輸
入
量
が
減
少
す
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。

　

国
家
配
給
公
社
（
Ｃ
ｏ

ｎ
ａ
ｂ
）
は
１
１
日
に
最

新
の
２
０
２
０
年
の
収
穫

予
想
を
発
表
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
前
回
７
月
か
ら
８
・

２
％
上
方
修
正
し
、
前
年

比
３
２
・
５
％
増
と
な
る

６
８
０
万
ト
ン
を
見
込
ん
で

い
る
。
他
方
、
民
間
は
Ｃ
ｏ

ｎ
ａ
ｂ
よ
り
も
楽
観
的
で
、

収
穫
量
が
７
４
０
万
ト
ン
を

記
録
す
る
と
予
想
し
て
い

る
。
小
麦
が
豊
作
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
、
官
民
い
ず
れ

も
輸
入
量
が
減
少
す
る
と
予

想
。Ｃ
ｏ
ｎ
ａ
ｂ
の
場
合
は
、

従
来
７
３
０
万
ト
ン
と
し
て

い
た
輸
入
量
を
１
１
日
の
発

表
で
は
６
７
０
万
ト
ン
に
引

き
下
げ
た
。

　

小
麦
の
収
穫
は
、
９
月
に

パ
ラ
ナ
州
、
１
０
月
に
リ

オ
・
グ
ラ
ン
デ
・
ド
・
ス
ル

州
で
始
ま
る
。
収
穫
が
始
ま

れ
ば
、
高
止
ま
り
し
て
い
る

現
在
の
相
場
も
値
下
が
り
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
サ
ン
パ

ウ
ロ
大
学
ル
イ
ス
・
デ
・
ケ

イ
ロ
ス
農
業
高
等
専
門
学
校

応
用
経
済
先
端
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
ｅ
ｐ
ｅ
ａ
／
Ｅ
ｓ

ａ
ｌ
ｑ
）
に
よ
る
と
、
パ
ラ

ナ
市
場
の
小
麦
相
場
は
１
１

日
の
時
点
で
ト
ン
当
た
り

１
２
３
２
・
６
２.

レ
ア
ル

（
前
日
比
０
・
１
２
％
増
）、

月
初
か
ら
で
は
０
・
２
３
％

値
下
が
り
し
て
い
る
。リ
オ
・

グ
ラ
ン
デ
・
ド
・
ス
ル
州
で

は
０
・
９
０
％
値
上
が
り
し
、

平
均
１
２
３
５
・
８
６
レ
ア

ル
だ
。

　
　
　
　
（
１
２
日
付
掲
載
）

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
が

２
Ｑ
に
大
損
失

ラ
米
地
域
の
輸
出
が
大
幅
下
落
へ

０
９
年
の
水
準
を
も
下
回
る
と
も

　

労
組
に
よ
る
と
、
ル
ノ
ー

と
の
７
４
７
人
の
再
雇
用
も

含
ま
れ
る
。
労
働
者
は
オ
ン

ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
通
じ

て
１
１
日
午
後
２
時
ま
で
、

あ
る
い
は
労
働
者
の
８
０
％

に
達
す
る
ま
で
、
賛
否
を
受

け
付
け
る
。
提
案
が
承
認
さ

れ
た
場
合
、
解
雇
が
発
表
さ

れ
た
後
、
２
０
日
前
か
ら
行

わ
れ
て
き
た
ス
ト
は
終
結
す

に
配
当
す
る
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。

　

年
間
の
売
り
上
げ
が
１
９ 

０
億
レ
ア
ル
を
上
回
る
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
・
フ
ー
ズ
に
と
っ
て
、

今
回
の
買
収
は
相
対
的
に
小

規
模（
７
千
万
レ
ア
ル
相
当
）

に
と
ど
ま
る
上
、
そ
の
支
払

い
も
、一
括
で
は
な
く
分
割
、

希
釈
化
さ
れ
る
。
チ
ク
レ
取

締
役
に
よ
る
と
、
こ
の
買
収

額
の
う
ち
６
０
０
万
ド
ル
は

同
社
が
肩
代
わ
り
す
る
債
務

で
あ
り
、
残
り
は
５
年
に
わ

所
に
上
場
す
る
予
定
。
ま
た 

シ
ー
メ
ン
ス
が
保
有
す
る
新

会
社
の
株
式
は
半
数
以
下
と

な
る
が
、
経
営
判
断
に
重
要

な
影
響
力
を
持
つ
株
主
と
し

て
の
立
場
は
維
持
す
る
。

　

準
備
の
過
程
で
、
例
え
ば

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
玉
突
き
人

事
が
行
わ
れ
た
。
シ
ー
メ
ン

ス
の
役
員
に
シ
ー
メ
ン
ス
の

ブ
ラ
ジ
ル
担
当
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ア

ン
ド
レ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
氏
が

就
任
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
担
当
Ｃ

Ｅ
Ｏ
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
デ

ジ
タ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

要
だ
」
と
い
う
。

　

同
様
に
生
産
が
拡
大
し
た

地
域
は
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

（
６
５
・
７
％
増
）
と
セ
ア

ラ
ー
州
（
３
９
・
２
％
増
）、

サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州（
９
・

１
％
増
）
が
あ
る
。
唯
一
、

６
月
に
前
月
比
で
マ
イ
ナ
ス

を
記
録
し
た
の
は
マ
ッ
ト
・

グ
ロ
ッ
ソ
州
で
０
・
４
％
減

だ
っ
た
。（
１
２
日
付
掲
載
）

（
Ｉ
ｅ
ｄ

ｉ
）
の

エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
、
ラ

フ
ァ
エ

ル
・
カ
グ

ニ
ン
氏
は
、

６
月
の
工

業
生
産
の

動
向
は
地

域
的
に

「
広
範
囲
」

な
も
の
で
、

単
に
製
造

ズ
の
シ
ニ
ア
副
社
長
の
パ
ブ

ロ
・
フ
ァ
ヴ
ァ
氏
が
就
任
し

た
。

　

フ
ァ
ヴ
ァ
氏
に
よ
る
と
、

「
投
資
面
で
シ
ー
メ
ン
ス
・

エ
ナ
ジ
ー
に
は
自
由
度
が
増

し
て
い
る
。
こ
れ
が
成
功
の

重
要
な
要
素
の
一
つ
に
な
る

と
受
け
止
め
て
い
る
。
産
業

と
都
市
に
照
準
を
合
わ
せ
て

い
た
シ
ー
メ
ン
ス
の
設
定
と

は
非
常
に
異
な
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
」
と
い
う
。

　

シ
ー
メ
ン
ス
・
エ
ナ
ジ
ー

を
ス
ピ
ン
オ
フ
す
る
過
程

で
、
石
油
・
ガ
ス
と
、
発
送

電
及
び
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
風

力
発
電
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

会
社
シ
ー
メ
ン
ス
ゲ
ー
ム
サ

に
対
し
て
グ
ル
ー
プ
最
大
比

率
の
株
式
を
保
有
す
る
。
一

方
の
シ
ー
メ
ン
ス
は
、
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
グ
メ
ン

ト
と
産
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
セ

グ
メ
ン
ト
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
・
イ
ン
フ
ラ
・
セ
グ
メ

ン
ト
に
集
中
す
る
。

　
　
　
　
（
１
０
日
付
掲
載
）

た
っ
て
現
在
の
株
主
に
対
し

て
支
払
わ
れ
る
と
い
う
。

　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
・
フ
ー
ズ
は

９
月
ま
で
に
買
収
手
続
き
を

完
了
さ
せ
る
方
針
。
ま
た

ヴ
ィ
ジ
ャ
グ
ア
ル
を
輸
出
に

対
応
す
る
食
肉
会
社
へ
と
業

態
の
転
換
を
図
る
。
同
社
の

食
肉
処
理
場
は
輸
出
の
た
め

の
認
可
を
受
け
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
輸
出
業
務
に
携

わ
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
（
６
日
付
掲
載
）

る
。

　

ま
た
再
雇
用
さ
れ
る

７
４
７
人
は
自
宅
待
機
と
な

り
、
２
０
日
に
Ｐ
Ｄ
Ｖ
が
終

了
す
る
ま
で
給
与
を
受
け
取

る
。な
お
、同
社
の
サ
ン
ジ
ョ

ゼ
・
ド
ス
・
ピ
ニ
ャ
イ
ス
工

場
の
雇
用
数
は
７
３
０
０
人

だ
。　
　
（
１
１
日
付
掲
載
）

　

声
明
を
通
じ
て
同
社
は
、

労
組
と
の
先
週
の
協
議
に
お

い
て
「
共
同
で
、
ブ
ラ
ジ
ル

に
お
け
る
ル
ノ
ー
の
競
争
力

の
確
保
に
向
け
て
適
切
な
対

応
と
そ
の
他
の
求
め
ら
れ
る

受
納
に
関
し
て
提
案
し
た
」

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

の
問
題
で
は
労
働
裁
判
所
が

５
日
、
解
雇
の
無
効
を
決
定

し
て
い
た
。

１９／２０農年に生産量拡大
輸入量は６７０万トン引下か

小麦

２
１
日
に
発
表
し
た
７
４
７

人
の
解
雇
を
中
止
す
る
こ
と

を
受
け
入
れ
た
。
解
雇
を
撤

回
す
る
代
わ
り
に
、
希
望
退

職
計
画
（
Ｐ
Ｄ
Ｖ
）
を
８
月

２
０
日
ま
で
実
施
す
る
。
提

案
の
詳
細
は
、
パ
ラ
ナ
州
サ

ン
ジ
ョ
ゼ
・
ド
ス
・
ピ
ニ
ャ

イ
ス
工
場
の
入
り
口
で
実
施

さ
れ
た
会
議
で
発
表
さ
れ

た
。

７
・５
Ｍ
Ｗ
ｐ
だ
。

　
　
　
　
（
１
０
日
付
掲
載
）

　

ル
ノ
ー
が
１
０
日
、
７
月

製
薬
会
社
に
対

し
て
Ｍ
Ｒ
に
残

業
代
の
支
払
う

よ
う
判
決
を
下

し
た
。

　

カ
ル
メ
ン
・

ル
シ
ア
判
事
は
、

ジ
ウ
マ
ー
ル
・

メ
ン
デ
ス
判
事

が
す
べ
て
の
審



マ
ー
容
疑
者
「
祖
国
の
成
功
を
願
う
」

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
司
法
省
は
１
７
日
、
最
高
機
密
を
含
む
情
報
を
中
国
に

漏
え
い
し
た
容
疑
で
元
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
職
員
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
マ
ー

容
疑
者（
６
７
）を
１
４
日
に
逮
捕
し
た
と
発
表
し
た
。
同
じ
く
元
Ｃ
Ｉ
Ａ
職
員
だ
っ

た
親
戚
と
共
謀
し
、
中
国
情
報
機
関
当
局
者
に
渡
し
て
い
た
と
い
う
。

中
国
に
最
高
機
密
漏
え
い
疑
い

米、元ＣＩＡ職員逮捕Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
国
際
枠
組
み
計
画
で

ワ
ク
チ
ン
共
同
出
資
に
参
加
を

古
都
の
夏
の
風
物
詩
「
五
山
送

り
火
」
で
、
火
床
を
減
ら
し
て

浮
か
び
上
が
っ
た
「
大
」
の
字

＝
１
６
日
夜
、京
都
市
（
共
同
）

４
回
、
先
制
ソ
ロ
を
放
ち
、
先
発
の
菅
野
（
右
）
に
迎
え

ら
れ
る
巨
人
・
岡
本
＝
東
京
ド
ー
ム
（
共
同
）

野
球
殿
堂
入
り
の
表
彰
式
で
笑
顔
の
田
淵
幸
一
氏
＝
１
８

日
、
東
京
都
文
京
区
の
ホ
テ
ル
（
代
表
撮
影
）

メキシコ大統領「最初に」

ロのワクチン

接種に意欲

湾
岸
ア
ラ
ブ
に
正
常
化
拡
大
か

対
イ
ス
ラ
エ
ル
、
サ
ウ
ジ
慎
重

　
【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
】
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の

テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長
は
１
８

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
に

出
資
し
、
完
成
す
れ
ば
公
平

に
各
国
へ
行
き
渡
る
国
際
的

な
枠
組
み
へ
の
参
加
を
呼
び

掛
け
た
。
加
盟
国
に
対
し
、

参
加
を
求
め
る
書
簡
を
同
日

送
付
し
た
と
い
う
。

　

枠
組
み
は
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ

（
コ
バ
ッ
ク
ス
）」
と
呼
ば
れ
、

途
上
国
へ
の
ワ
ク
チ
ン
普
及

を
行
っ
て
い
る
国
際
組
織
「
Ｇ

ａ
ｖ
ｉ
ワ
ク
チ
ン
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
」
や
、
オ
ス
ロ
に
本
部

を
置
く
「
感
染
症
流
行
対
策

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
合
（
Ｃ

Ｅ
Ｐ
Ｉ
）」
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
共

同
で
計
画
。
参
加
国
の
出
資

が
複
数
の
製
薬
企
業
の
ワ
ク

チ
ン
開
発
に
利
用
さ
れ
、
開

発
が
実
現
す
れ
ば
参
加
国
は

人
口
の
少
な
く
と
も
２
０
％

分
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
に
は
日
本
を

含
む
世
界
人
口
の
７
割
に
相

当
す
る
国
が
参
加
へ
の
関
心

を
示
し
て
い
る
。
テ
ド
ロ
ス

氏
に
よ
る
と
、
臨
床
試
験
の

第
２
〜
３
段
階
に
入
っ
て
い

る
ワ
ク
チ
ン
候
補
９
種
類
が

対
象
に
な
っ
て
お
り
、
今
月

末
ま
で
の
正
式
調
印
を
目
指

し
て
い
る
。

　

テ
ド
ロ
ス
氏
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
初
期
に
「
重
要

な
医
療
物
資
を
自
国
だ
け
で

使
う
た
め
に
輸
出
制
限
を
か

け
た
国
も
あ
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
（
世
界
的
大
流
行
）
が
悪

化
し
た
」
と
批
判
。
ワ
ク
チ

ン
開
発
に
成
功
し
た
国
が
独

占
す
る
こ
と
な
く
途
上
国
を

含
め
世
界
中
に
ワ
ク
チ
ン
が

公
平
に
行
き
渡
る
よ
う
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ａ
Ｘ
へ
の
幅
広
い
参
加
を

呼
び
掛
け
た
。

コ
ロ
ナ
禍
、
親
の
心
構
え
は
？

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
「
６
カ
条
」
公
表

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
の
子
ど
も
た
ち
の

不
安
を
取
り
除
こ
う
と
、
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は

１
７
日
ま
で
に
、
親
が
心
掛

け
る
べ
き
「
６
カ
条
」
を
公

表
し
た
。
短
時
間
で
も
子
ど

も
と
一
緒
に
遊
ぶ
時
間
を
つ

く
っ
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ

い
て
共
に
学
ん
だ
り
す
る
こ

る
な
ど
し
て
盗
み
、
中
国
を

頻
繁
に
訪
問
し
て
渡
し
て
い

た
と
さ
れ
る
。
米
国
に
帰
国

す
る
時
は
高
価
な
贈
り
物
を

持
ち
帰
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

１
９
年
に
Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
よ
る

中
国
情
報
機
関
を
装
っ
た
お

と
り
捜
査
に
ス
パ
イ
活
動
を

認
め
、
今
月
に
は
お
と
り
捜

査
官
に
中
国
政
府
を
支
援
し

続
け
る
意
思
を
示
し
「
祖
国
」

の
成
功
を
願
う
と
述
べ
た
と

い
う
。

　
【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
】
メ

キ
シ
コ
の
ロ
ペ
ス
オ
ブ
ラ
ド
ー

ル
大
統
領
は
１
７
日
、
ロ
シ

ア
が
開
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
、
効
果
が
証
明

さ
れ
れ
ば
自
身
が
最
初
に
接

種
す
る
意
向
を
示
し
た
。
ロ

シ
ア
の
ワ
ク
チ
ン
を
巡
っ
て

は
、
臨
床
試
験
の
一
部
を
先

送
り
し
て
承
認
に
踏
み
切
っ

て
お
り
、
安
全
性
へ
の
懸
念

も
出
て
い
る
。

　

ロ
ペ
ス
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
氏

は
定
例
記
者
会
見
で
、
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
「
効
果
が
あ

る
と
分
か
れ
ば
（
ロ
シ
ア
政

府
と
）
連
絡
を
取
る
」
と
説

明
。「
私
が
最
初
に
接
種
し

よ
う
」
と
も
述
べ
、
自
身
が

率
先
し
て
懸
念
の
解
消
に
努

め
る
姿
勢
を
強
調
し
た
。

　

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統

領
は
１
１
日
、
ワ
ク
チ
ン
が

完
成
し
保
健
省
が
正
式
承
認

し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
承
認
は

「
世
界
初
」
と
し
て
い
る
。

　

メ
キ
シ
コ
政
府
に
よ
る

と
、
同
国
の
感
染
者
は

５
２
万
５
７
３
３
人
、
死
者

は
５
万
７
０
２
３
人
に
上
っ

て
い
る
。

　
マ
ー
容
疑
者
は
香
港
生
ま

れ
で
後
に
米
国
の
市
民
権
取

得
。
１
９
８
２
年
に
Ｃ
Ｉ

Ａ
勤
務
を
始
め
、
最
高
機

密
に
触
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
。

８
９
年
に
Ｃ
Ｉ
Ａ
を
退
職
後

に
上
海
に
移
り
住
み
、
２
０ 

０
１
年
に
ハ
ワ
イ
に
移
っ
た
。

　
マ
ー
容
疑
者
と
親
戚
の
情

報
漏
え
い
は
、
０
１
年
に
香

港
で
中
国
情
報
機
関
に
Ｃ
Ｉ

Ａ
の
要
員
や
作
戦
、
通
信
手

段
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
渡

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ

の
際
に
マ
ー
容
疑
者
が
現
金

５
万
ド
ル（
約
５
３
０
万
円
）

を
受
け
取
っ
た
動
画
が
あ
る

と
い
う
。
こ
れ
以
来
、
１
０

年
以
上
に
わ
た
っ
て
国
防
情

報
を
中
国
側
に
漏
え
い
し
た

疑
い
。

　

ハ
ワ
イ
で
は
、
中
国
側
に

渡
す
米
政
府
の
機
密
情
報
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
得
る
こ
と
を

狙
っ
て
連
邦
捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ

Ｉ
）
に
職
を
求
め
、
０
４
年

に
中
国
語
文
書
の
翻
訳
な
ど

を
担
当
す
る
契
約
職
員
に
な

り
、
６
年
間
、
機
密
扱
い
さ

れ
た
文
書
な
ど
を
コ
ピ
ー
す

（４）２０２０（令和二）年 第５５５３号 ８月 １９日 （水曜日）

文
字
見
え
ず
と

も
五
山
送
り
火

京
都
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
縮
小

と
な
ど
を
奨
励
し
て
い
る
。

　

６
カ
条
は
①
子
ど
も
と

１
対
１
の
時
間
を
つ
く
る
②

親
が
前
向
き
に
物
事
を
き
ち

ん
と
伝
え
る
③
新
し
い
ル
ー

テ
ィ
ン
を
つ
く
る
④
子
ど
も
が

「
悪
い
子
」
に
な
っ
た
ら
一
呼

吸
置
く
⑤
落
ち
着
い
て
ス
ト

レ
ス
と
向
き
合
う
⑥
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
正
確
な
情
報
を
話
す
。

　
「
１
対
１
の
時
間
―
」
で
は

学
齢
別
に
接
し
方
を
紹
介
。

小
さ
な
子
ど
も
に
は
「
物
語

を
聞
か
せ
た
り
、
お
絵
か
き

を
し
た
り
す
る
」、
小
学
生
の

子
ど
も
に
は
「
ゲ
ー
ム
感
覚

で
一
緒
に
家
事
を
す
る
」
な

ど
と
し
た
。

　
「
親
が
前
向
き
に
―
」
で

は
子
ど
も
が
良
い
こ
と
を
し

た
と
き
は
た
く
さ
ん
褒
め
る

社
会
で
支
持
は
広
が
っ
て
お

ら
ず
、
苦
境
打
開
の
妙
手
が

見
つ
か
ら
な
い
状
況
だ
。

　

Ｕ
Ａ
Ｅ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の

国
交
正
常
化
が
実
現
す
れ

ば
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
の
ア
ラ
ブ

６
カ
国
で
つ
く
る
湾
岸
協
力

会
議
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
加
盟
国
で

初
。
合
意
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
占
領
地
ヨ
ル
ダ
ン
川

ア
は
１
５
日
ま
で
公
式
な
コ

メ
ン
ト
を
発
表
せ
ず
、
慎
重

姿
勢
を
維
持
し
て
い
る
。

　

同
胞
の
は
ず
の
ア
ラ
ブ
諸

国
か
ら
も
合
意
を
歓
迎
す
る

声
が
出
た
こ
と
で
、
窮
地
に

立
た
さ
れ
た
の
は
パ
レ
ス
チ

ナ
だ
。
猛
反
発
す
る
パ
レ
ス

チ
ナ
自
治
政
府
は
「
合
意
拒

絶
」
を
主
張
し
た
が
、
国
際

大
島
、
１
５
０ 

０
安
打
を
達
成

３
連
勝
に
も
貢
献

さ
れ
た
動
画
だ
。
い
く
つ
も

の
バ
ケ
ツ
が
ど
ろ
ど
ろ
と
し

た
油
で
満
杯
に
な
っ
て
い
く
。

マ
ス
ク
を
着
け
て
い
な
い
住

民
が
多
く
、
全
身
が
黒
く
汚

れ
た
人
も
い
る
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

し
て
い
た
友
人
は
呼
吸
が
苦

し
く
な
り
、
病
院
に
搬
送
さ

れ
た
。
身
を
守
る
た
め
の
装

備
が
足
り
な
い
」。
地
元
で

レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
む
シ
ェ
リ

ザ
・
シ
ー
ニ
ー
バ
ッ
セ
ン
さ
ん

（
３
８
）
が
電
話
取
材
に
訴

え
た
。
友
人
は
せ
き
込
む
な

ど
、
ぜ
ん
そ
く
の
よ
う
な
症

状
が
出
て
い
た
と
い
う
。

　
【
共
同
＝
小
泉
】
最
後
の

打
者
を
二
飛
に
打
ち
取
る

と
、
力
強
く
右
手
を
握
っ
て

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し
た
。
巨
人

の
菅
野
が
阪
神
を
散
発
３
安

打
に
抑
え
、
今
季
３
度
目
の

完
封
。
球
団
で
は
１
９
９
０

年
に
斎
藤
雅
樹
が
記
録
し
て

以
来
３
０
年
ぶ
り
と
な
る
開

幕
８
連
勝
を
飾
っ
た
。
８
勝
、

防
御
率
１
・
５
１
で
リ
ー
グ

ト
ッ
プ
を
独
走
。
１
点
を
守
っ

て
高
橋
と
の
投
手
戦
を
制
し

「
格
別
。
達
成
感
は
段
違
い
」

と
喜
ん
だ
。

　

二
回
２
死
二
塁
で
植
田
を

一
ゴ
ロ
に
打
ち
取
る
と
、
１

―
０
の
六
回
２
死
二
塁
で
は

４
日
の
試
合
で
本
塁
打
を
浴

び
た
サ
ン
ズ
を
変
化
球
で
右

飛
に
仕
留
め
た
。
今
季
初
め

て
中
５
日
で
登
板
し
た
が
、

菅
野
が
巨
人
３
０
年
ぶ
り
快
挙

開
幕
８
連
勝
、
３
安
打
完
封
で

田
淵
氏
「
浩
二
と
一
緒
に
」

野
球
殿
堂
入
り
表
彰
式

　
【
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、
エ
ル

サ
レ
ム
共
同
】
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
と
イ
ス

ラ
エ
ル
の
国
交
正
常
化
合
意

を
巡
り
、
湾
岸
ア
ラ
ブ
諸
国

で
肯
定
的
な
受
け
止
め
が
広

が
っ
て
い
る
。
バ
ー
レ
ー
ン
や

オ
マ
ー
ン
が
追
随
し
正
常
化

が
拡
大
す
る
と
の
見
方
も
。

一
方
、
盟
主
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

動
き
が
出
て
い
る
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
大
統
領

選
で
２
位
と
な
っ
た
チ
ハ
ノ
フ

ス
カ
ヤ
氏
陣
営
の
モ
ロ
ズ
選

対
本
部
長
が
発
表
。
モ
ロ
ズ

氏
は
、ル
カ
シ
ェ
ン
コ
氏
は「
力

や
具
体
的
な
経
済
損
失
だ
け

し
か
理
解
し
な
い
」
と
指
摘

し
、
国
を
統
治
す
る
政
治
家

や
治
安
要
員
の
給
料
の
ほ
か
、

官
製
デ
モ
実
施
な
ど
の
資
金

源
を
断
つ
た
め
に
国
民
的
な

ス
ト
を
実
施
す
る
よ
う
訴
え

た
。

国
民
に
ゼ
ネ
ス
ト
呼
び
掛
け

ベ
ラ
ル
ー
シ
反
体
制
派

安

田
、

４

番
の
役
割

千
賀
か
ら
２
適
時
打
３
打
点

　
【
共
同
＝
神
内
】
１
３
６ 

４
試
合
目
で
達
成
し
た
。
中

日
の
大
島
は
八
回
に
遊
撃

内
野
安
打
を
放
ち
、
通
算

１
５
０
０
安
打
を
達
成
。
塁

上
で
は
、
記
念
パ
ネ
ル
を
持
っ

て
駆
け
付
け
た
主
将
の
高
橋

に
祝
福
さ
れ
た
。
今
季
２
度

目
の
３
連
勝
に
も
貢
献
し
た

リ
ー
ド
オ
フ
マ
ン
は
「
チ
ー

ム
も
勝
て
て
記
録
も
達
成
し

て
ダ
ブ
ル
で
う
れ
し
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

　
【
共
同
】
阪
神
、
西
武
で

通
算
４
７
４
本
塁
打
を
放
っ

た
田
淵
幸
一
氏
の
野
球
殿
堂

入
り
表
彰
式
が
１
８
日
、
東

京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

た
。
法
大
の
同
期
生
で
昨
年

に
ぼ
う
こ
う
が
ん
と
肺
が
ん

の
手
術
を
受
け
た
山
本
浩

二
氏
か
ら
花
束
を
受
け
取
り
、

「
闘
病
生
活
を
経
て
帰
っ
て

来
た
浩
二
と
一
緒
に
、
野
球

界
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し

て
い
こ
う
と
改
め
て
決
意
し

た
」
と
力
強
く
語
っ
た
。
阪

神
球
団
か
ら
は
独
自
に
記
念

盾
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

終
盤
も
球
威
は
落
ち
な
か
っ

た
。
八
回
２
死
で
は
代
打

福
留
か
ら
、
こ
の
日
最
速
の

１
５
３
キ
ロ
の
速
球
で
見
逃

し
三
振
を
奪
っ
た
。

　

観
客
か
ら
拍
手
で
迎
え
ら

れ
た
九
回
は
２
死
で
唯
一
の

四
球
を
与
え
な
が
ら
も
４
番

関
西
と
関
東
の
両
方
で
ね
」

　

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
政
府
は
、

重
油
に
有
害
物
質
が
含
ま
れ

危
険
だ
と
し
て
、
除
去
作
業

は
当
局
に
任
せ
る
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
る
。
沿
岸
部
に
あ

る
学
校
も
閉
鎖
し
た
。

　

だ
が
、
サ
ン
ゴ
礁
が
広
が

る
事
故
現
場
近
く
の
浅
瀬

は
、
観
光
が
主
要
産
業
の

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
の
中
で
も
有
数

の
透
明
度
を
誇
り
人
気
の
エ

リ
ア
だ
っ
た
。
住
民
は
一
刻

も
早
く
砂
浜
や
海
を
元
の
状

態
に
戻
そ
う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
活
動
。
地
元
記
者
は
「
正

確
な
人
数
は
分
か
ら
な
い
が
、

体
調
を
崩
し
た
人
は
数
百
人

単
位
に
上
る
だ
ろ
う
」
と
の

見
立
て
を
示
し
た
。

　

長
鋪
汽
船
（
岡
山
県
）
が

保
有
・
管
理
し
商
船
三
井
が

チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
貨
物
船
は

現
地
時
間
の
７
月
２
５
日
夜

に
座
礁
し
、
８
月
６
日
以
降
、

燃
料
の
重
油
が
千
ト
ン
以
上

漏
れ
出
し
た
。

　
【
モ
ス
ク
ワ
共
同
】
９
日

の
ベ
ラ
ル
ー
シ
大
統
領
選
で
、

ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
が
６

選
を
決
め
た
の
は
不
正
だ
と

主
張
し
て
い
る
反
体
制
派
の

象
徴
で
、
女
性
の
チ
ハ
ノ
フ
ス

カ
ヤ
氏
の
陣
営
は
１
７
日
、

映
像
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
、

ル
カ
シ
ェ
ン
コ
政
権
を
退
陣
に

追
い
込
む
た
め
に
、
大
規
模

デ
モ
に
続
く
次
の
行
動
と
し

て
国
民
に
ゼ
ネ
ス
ト
実
施
を

呼
び
掛
け
た
。
現
地
か
ら
の

報
道
で
は
、
既
に
同
調
す
る

重
油
除
去
の
住
民
に
健
康
被
害

有
害
物
質
で
「
空
気
も
汚
染
」

中
田
が
１
８

号
２
ラ
ン

　
【
共
同
】
日
本
ハ
ム
の
中
田

が
１
―
１
の
一
回
１
死
二
塁

で
１
８
号
２
ラ
ン
を
放
っ
て

勝
利
に
貢
献
し
た
。
昨
季
６

打
数
１
安
打
と
相
性
が
良
く

な
か
っ
た
左
投
げ
の
弓
削
か

ら
、
１
ボ
ー
ル
１
ス
ト
ラ
イ

ク
か
ら
の
３
球
目
の
カ
ー
ブ

を
完
璧
に
捉
え
て
左
翼
席
に

た
た
き
込
ん
だ
。

　

近
藤
の
適
時
二
塁
打
で
追

い
付
い
た
直
後
の
打
席
だ
っ

た
。「
目
の
前
で
同
点
に
し
て

く
れ
た
の
で
、
楽
な
気
持
ち

で
打
席
に
入
れ
た
。
難
し
い

カ
ー
ブ
だ
っ
た
が
、
う
ま
く

打
て
た
」
と
自
賛
し
た
。

　

１
８
本
塁
打
、
５
９
打
点

は
と
も
に
両
リ
ー
グ
ト
ッ
プ

を
快
走
。
打
率
を
含
め
た
打

撃
の
主
要
３
部
門
で
は
こ
れ

ま
で
２
０
１
４
年
と
１
６
年

に
最
多
打
点
に
輝
い
た
こ
と

が
あ
る
が
、
本
塁
打
で
の
初

タ
イ
ト
ル
も
視
野
に
入
っ
て

き
た
。
自
己
最
多
は
１
５
年

の
３
０
本
塁
打
。
栗
山
監
督

が
「
ま
だ
、
こ
ん
な
も
の
じ
ゃ

な
い
」
と
能
力
を
高
く
評
価

す
る
主
砲
が
快
音
を
響
か
せ

て
い
る
。

と
言
い
、
笑
っ
た
。

　
【
共
同
＝
竹
内
元
】
球
界

を
代
表
す
る
エ
ー
ス
を
攻
略

し
、
４
番
の
役
割
を
き
っ
ち

り
と
果
た
し
た
。
ロ
ッ
テ
の

安
田
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
千

賀
か
ら
２
本
の
適
時
打
を
放

ち
、
３
打
点
を
挙
げ
て
チ
ー

ム
の
２
位
浮
上
に
貢
献
し
た
。

「
４
番
は
好
機
で
回
っ
て
く

る
。
い
い
と
こ
ろ
で
一
本
が
出

て
、
本
当
に
良
か
っ
た
」
と

喜
ん
だ
。

見
守
っ
た
。

　

京
都
市
左
京
区
の
主
婦
藤

原
陽
子
さ
ん
（
８
２
）
は
「
想

像
し
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
明

る
か
っ
た
。
例
年
と
変
わ
ら

ず
、
亡
く
な
っ
た
方
を
神
聖

な
気
持
ち
で
お
見
送
り
で
き

た
」
と
話
し
た
。

　

送
り
火
は
「
大
文
字
」「
妙

法
」「
船
形
」「
左
大
文
字
」「
鳥

居
形
」
の
順
に
文
字
や
形
を

炎
で
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
先

祖
の
霊
を
送
り
出
す
お
盆
の

伝
統
行
事
。
今
年
は
見
物
客

西
岸
の
併
合
の
一
時
停
止
が

盛
り
込
ま
れ
、加
盟
す
る
バ
ー

レ
ー
ン
と
オ
マ
ー
ン
は
相
次

ぎ
歓
迎
を
表
明
し
た
。

　

ク
ウ
ェ
ー
ト
大
の
バ
デ
ル
・

サ
イ
フ
教
授
は
こ
の
両
国
が

Ｕ
Ａ
Ｅ
に
続
く
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
。「
Ｕ
Ａ
Ｅ
は
数

年
に
わ
た
り
関
係
改
善
を
準

備
し
て
き
た
。
ま
ず
は
正
常

化
が
進
む
か
ど
う
か
が
問
わ

れ
る
」
と
話
し
た
。

　

一
方
、
サ
ウ
ジ
は
静
観
の

構
え
だ
。
敵
視
す
る
イ
ラ
ン

へ
の
対
応
で
歩
調
を
合
わ
せ

た
い
思
惑
は
あ
る
と
み
ら
れ

る
。
だ
が
２
０
０
２
年
の
ア

ラ
ブ
連
盟
首
脳
会
議
で
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
の
解
決
を
イ
ス

　

主
要
企
業
の
大
半
が
国
営

の
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
、
１
３

日
前
後
か
ら
公
正
な
選
挙
実

施
や
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
氏
の
辞

職
を
求
め
る
ス
ト
の
動
き
が

出
て
い
る
。
報
道
に
よ
る
と
、

１
７
日
に
は
世
界
の
カ
リ
ウ

ム
肥
料
の
約
２
割
を
生
産
す

る
化
学
企
業
で
一
部
従
業
員

が
ス
ト
を
宣
言
し
、
生
産
が

一
部
停
止
し
た
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
や
自
動
車
、

金
属
精
製
の
工
場
な
ど
で
も

ス
ト
宣
言
が
出
て
お
り
、
タ

ス
通
信
に
よ
る
と
国
営
放

送
局
で
は
１
７
日
時
点
で

２
０
０
人
以
上
の
職
員
が
ス

ト
入
り
し
た
。

　

ル
カ
シ
ェ
ン
コ
氏
は
１
７

日
、
ス
ト
の
動
き
に
「
働
き

た
く
な
い
人
は
、
明
日
か
ら

で
も
今
日
か
ら
で
も
ど
う
ぞ
」

と
述
べ
、
突
き
放
し
た
姿
勢

を
示
し
て
い
る
。

よ
う
心
掛
け
る
こ
と
、「
新

し
い
ル
ー
テ
ィ
ン
」
は
日
々
の

活
動
や
自
由
時
間
を
子
ど
も

た
ち
自
身
に
計
画
さ
せ
た
り
、

毎
日
運
動
す
る
時
間
を
取
っ

た
り
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
が
悪
い
子
に
な
っ

た
ら
―
」
は
親
が
叱
る
時
、

大
声
で
叫
ぶ
前
に
ゆ
っ
く
り

と
深
呼
吸
す
る
こ
と
を
推
奨
。

「
ス
ト
レ
ス
と
向
き
合
う
」

は
親
自
身
が
健
康
で
い
る
た

め
に
休
息
を
し
っ
か
り
取
る

こ
と
、「
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い

て
話
す
」
は
、
子
ど
も
か
ら

尋
ね
ら
れ
て
分
か
ら
な
い
場

合
で
も
、
共
に
考
え
よ
う
と

呼
び
掛
け
て
い
る
。

ラ
エ
ル
と
の
関
係
改
善
の
前

提
に
位
置
付
け
た
和
平
案
を

主
導
し
た
経
緯
が
あ
る
。
イ

ス
ラ
ム
教
最
大
の
聖
地
の
守

護
者
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
保

守
層
へ
の
配
慮
も
必
要
だ
。

　

イ
ス
ラ
ム
教
ス
ン
ニ
派
の

ア
ラ
ブ
諸
国
に
と
っ
て
、
中

東
で
台
頭
す
る
シ
ー
ア
派
大

国
イ
ラ
ン
の
脅
威
が
喫
緊
の

課
題
と
し
て
浮
上
す
る
中
、

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
優
先
度

は
確
実
に
低
下
。
国
際
社
会

も
パ
レ
ス
チ
ナ
の
立
場
に
は

配
慮
し
つ
つ
も
、
今
回
の
合

意
は
歓
迎
の
意
向
で
、
パ
レ

ス
チ
ナ
が
死
活
問
題
と
な
り

か
ね
な
い
こ
の
流
れ
を
止
め

る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　
【
共
同
】
イ
ン
ド
洋
の
島

国
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
沖
で
発
生

し
た
日
本
の
貨
物
船
の
重
油

流
出
で
、
地
元
の
人
た
ち
は

１
５
日
も
海
岸
に
流
れ
着
い

た
油
の
除
去
を
続
け
た
。
だ

が
、
防
護
用
の
マ
ス
ク
や
手

袋
が
不
足
し
、
有
害
物
質
を

吸
い
込
ん
で
体
調
を
崩
す
人

が
続
出
。
住
民
の
一
人
は
取

材
に
「
海
だ
け
で
な
く
、
空

気
も
汚
れ
て
し
ま
っ
た
」
と

嘆
い
て
い
る
。

　

照
り
つ
け
る
日
差
し
の
下
、

砂
浜
に
漂
着
し
た
黒
褐
色
の

重
油
を
ス
コ
ッ
プ
で
か
き
集
め

る
人
た
ち
―
。
現
地
で
撮
影

　
【
共
同
】
古
都
の
夏
の
風

物
詩
「
五
山
送
り
火
」
が

１
６
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で

規
模
を
縮
小
し
、
京
都
市
街

を
囲
む
山
々
で
行
わ
れ
た
。

午
後
８
時
に
「
大
文
字
」
の

６
カ
所
の
火
床
に
点
火
、
夜

空
に
浮
か
び
上
が
っ
た
明
か

り
は
完
全
な
「
大
」
の
字
で

は
な
か
っ
た
が
、
市
民
ら
見

物
客
が
河
原
や
橋
の
上
か
ら

や
関
係
者
の
密
集
を
避
け
る

た
め
、
点
火
す
る
火
床
を
そ

れ
ぞ
れ
１
〜
６
カ
所
に
限
定

し
た
。

　

送
り
火
を
巡
っ
て
は
「
大

文
字
」
が
点
火
さ
れ
る
左

京
区
の
如
意
ケ
嶽
で
８
日
深

夜
、
何
者
か
が
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
文
字
が
浮
か
び
上
が
り
、

主
催
者
は
「
送
り
火
の
意
味

を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
苦
言

を
呈
し
て
い
た
。

　

自
宅
の
書
斎
に
は
、

２
０
１
８
年
１
月
に
死
去
し

た
星
野
仙
一
氏
、
山
本
氏
と

３
人
で
撮
っ
た
写
真
が
あ
る

と
い
う
。
３
人
と
も
野
球
殿

堂
入
り
を
果
た
し
て
お
り「
こ

こ
に
も
う
一
人
、
星
野
仙
一
と

い
う
親
友
が
い
た
ら
な
」
と
、

盟
友
に
思
い
を
は
せ
た
。

　

ト
レ
ー
ド
で
移
籍
し
た
西

武
で
は
１
９
８
２
、８
３
年

に
リ
ー
グ
優
勝
と
日
本
一
を

経
験
し
た
。
野
球
人
生
を
振

り
返
り
、「
私
ほ
ど
罵
声
と

歓
声
を
受
け
た
選
手
は
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も

　
一
回
は
２
死
三
塁
で
打
席

に
入
っ
た
。
初
球
は
１
５
５

キ
ロ
の
外
角
直
球
を
見
送

り
「
見
た
こ
と
の
な
い
速

さ
」
と
面
食
ら
っ
た
。
２
球

目
の
フ
ォ
ー
ク
ボ
ー
ル
を
左

前
に
運
ん
で
先
制
打
と
し
た

が
「
直
球
だ
と
思
っ
て
振
り
、

打
っ
た
後
に
フ
ォ
ー
ク
と
気
付

い
た
」
と
初
々
し
く
笑
っ
た
。

　

３
―
１
の
七
回
１
死
二
、

三
塁
で
は
１
５
０
キ
ロ
の
直

球
を
捉
え
、
左
翼
フ
ェ
ン
ス

直
撃
の
２
点
二
塁
打
と
し

た
。
勝
利
へ
の
流
れ
を
引
き

寄
せ
「
外
野
フ
ラ
イ
を
打
と

う
と
い
う
気
持
ち
が
、
い
い

結
果
に
つ
な
が
っ
た
」
と
安
堵

の
表
情
。
２
適
時
打
は
、
と

も
に
甘
い
球
を
逆
ら
わ
ず
に

左
方
向
へ
打
ち
返
し
た
。

　

７
月
２
１
日
の
西
武
戦
で

初
め
て
４
番
に
入
っ
て
以
降
、

一
度
も
そ
の
座
か
ら
外
れ
て

い
な
い
。
４
番
で
の
２
５
試

合
で
稼
い
だ
打
点
は
２
１
に

上
る
。「
内
野
ゴ
ロ
で
も
、
犠

牲
フ
ラ
イ
で
も
、
１
点
を
取

れ
る
打
撃
を
し
て
い
き
た
い
」

と
、
主
砲
と
し
て
の
こ
だ
わ

り
を
口
に
し
た
。

　

一
回
に
安
打
で
出
塁
し
、

四
球
と
凡
打
を
経
て
迎
え
た

八
回
。
大
下
の
高
め
に
浮
い

た
ボ
ー
ル
を
捉
え
、
懸
命
に

走
っ
て
セ
ー
フ
に
し
た
。
き

れ
い
な
一
打
で
は
な
か
っ
た
が

「
僕
ら
し
い
か
な
と
思
っ
た
」

と
振
り
返
っ
た
。
こ
の
日
は

２
安
打
と
２
四
球
で
４
度
出

塁
し
、
３
度
ホ
ー
ム
に
戻
っ

て
き
た
。

　

駒
大
、
社
会
人
の
日
本
生

命
を
経
て
２
０
１
０
年
に
入

団
。「（
通
算
１
５
０
０
安
打

は
）
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
が
、
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
」
と
大
島
。
一
時
代
を

と
も
に
戦
い
、
身
近
な
先
輩

だ
っ
た
荒
木
内
野
守
備
走
塁

コ
ー
チ
の
２
千
安
打
な
ど
に

も
影
響
さ
れ
、
意
欲
が
出
て

き
た
と
い
う
。

　
「
ま
ず
は
２
千
本
、
２
千

本
打
て
ば
そ
の
次
と
い
う
と

こ
ろ
を
目
指
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
む
大
島
。

さ
ら
な
る
高
み
へ
、
ベ
テ
ラ
ン

は
歩
み
を
止
め
な
い
。

大
山
を
二
飛
に
打
ち
取
っ
た
。

１
２
５
球
で
締
め
「
中
５
日

く
ら
い
で
ヒ
ー
ヒ
ー
言
っ
て
い

た
ら
先
発
は
務
ま
ら
な
い
」

と
胸
を
張
っ
た
。

　

平
成
を
代
表
す
る
エ
ー
ス

だ
っ
た
斎
藤
に
肩
を
並
べ
「
ま

だ
ま
だ
足
元
に
も
及
ば
な
い

が
、
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ

う
に
連
勝
を
伸
ば
し
た
い
」

と
意
欲
的
に
言
っ
た
。
原
監

督
は
「
菅
野
も
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
で
名
を
残
す
投
手
に
な
る
」

と
た
た
え
た
。

ヒ
ー
ロ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
、
通
算
１
５
０
０
安
打

達
成
の
ボ
ー
ド
を
掲
げ
る
中
日
・
大
島
＝
神
宮
（
共
同
）
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【
共
同
】
福
島
県
檜
枝
岐
村

で
１
８
日
、
江
戸
時
代
か
ら

２
７
０
年
以
上
村
民
の
間
で
受

け
継
が
れ
て
い
る
伝
統
芸
能「
檜

枝
岐
歌
舞
伎
」
が
上
演
さ
れ

た
。
村
内
の
神
社
に
あ
る
、
か

江
戸
期
か
ら
続

く
歌
舞
伎
上
演

福
島
・
檜
枝
岐
、観
客
数
制
限

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
竹
本
篤
史
、
仲
井
大
祐
】
１
１
月
の
米
大
統
領
選
で
政
権
奪

還
を
目
指
す
民
主
党
の
党
大
会
が
１
７
日
、
開
幕
し
た
。
４
日
間
の
日
程
で
、
１
８
日

に
バ
イ
デ
ン
前
副
大
統
領
（
７
７
）
を
正
式
候
補
に
指
名
し
、
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
（
７
４
）
打
倒
に
向
け
結
束
を
図
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
集

会
形
式
を
取
り
や
め
、
テ
レ
ビ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
主
体
の
異
例
の
大
会
と
な
っ
た
。

「打倒トランプ」結束図る

た
。
共
和
党
員
な
が
ら
登
場

し
た
ケ
ー
シ
ッ
ク
前
オ
ハ
イ
オ

州
知
事
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
を

批
判
し
「
国
の
た
め
党
派
を

超
え
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

期
間
中
に
採
択
す
る
事
実

上
の
選
挙
公
約
、
党
綱
領
案

で
は
、
左
派
が
求
め
る
最
低

賃
金
引
き
上
げ
な
ど
も
明
示

し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
か
ら
の
転

換
を
鮮
明
に
し
た
。

　
１
９
日
に
は
副
大
統
領
候
補

に
ア
ジ
ア
系
で
も
あ
る
黒
人
女

性
の
ハ
リ
ス
上
院
議
員
（
５
５
）

を
指
名
。
バ
イ
デ
ン
氏
は
２
０

日
に
指
名
受
諾
演
説
す
る
。

　

共
和
党
大
会
で
は
ト
ラ
ン

プ
氏
が
２
７
日
、
２
４
日
の

党
候
補
指
名
を
受
け
て
受
諾

演
説
す
る
。

換
す
る
。
９
月
末
に
締
め
切
る

２
０
２
１
年
度
予
算
の
概
算
要

求
に
関
連
事
業
を
盛
り
込
む
。

　

ア
ジ
ア
の
金
融
で
は
香
港
の

存
在
感
が
大
き
か
っ
た
が
、
香

港
国
家
安
全
維
持
法
の
成
立

で
人
材
や
資
本
流
出
の
可
能

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本
政

府
の
誘
致
強
化
は
、
企
業
や

優
秀
な
人
材
の
受
け
皿
と
な

る
狙
い
も
あ
る
。

　
日
本
へ
の
移
転
や
事
業
展
開

を
検
討
す
る
海
外
企
業
か
ら
相

談
を
受
け
付
け
る
窓
口
「
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ（
仮
）」
を
大
阪
と

福
岡
に
設
置
す
る
た
め
の
費
用

５
千
万
円
を
金
融
庁
が
２
１

年
度
予
算
で
要
求
す
る
。大
阪

に
は
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
（
金
融
派

生
商
品
）
と
商
品
先
物
を
一

元
的
に
取
引
す
る
大
阪
取
引

所
が
あ
り
、
福
岡
は
ア
ジ
ア

か
ら
地
理
的
に
近
く
、
地
域

限
定
で
規
制
を
緩
和
で
き
る

国
家
戦
略
特
区
の
制
度
も
活

用
で
き
る
利
点
を
考
慮
し
た
。

　

内
閣
官
房
や
金
融
庁
、
法

務
省
、
外
務
省
と
い
っ
た
関
係

省
庁
が
７
月
以
降
に
複
数
回
、

協
議
を
開
き
、
東
京
と
同
様
の

金
融
拠
点
を
国
内
２
カ
所
に
呼

び
込
む
方
針
を
確
認
し
た
。
年

末
の
予
算
編
成
や
税
制
改
正
を

控
え
、
官
邸
で
開
く
未
来
投
資

会
議
で
も
議
論
す
る
予
定
だ
。

　

海
外
金
融
機
関
の
誘
致
や

た
激
戦
６
州
の
平
均
支
持
率
で

は
バ
イ
デ
ン
氏
が
リ
ー
ド
を
保

ち
な
が
ら
も
ト
ラ
ン
プ
氏
が
差

を
詰
め
て
い
る
。
全
米
平
均
で

６
〜
７
月
に
最
大
で
１
０
ポ
イ

ン
ト
前
後
あ
っ
た
支
持
率
の
差

は
約
７
ポ
イ
ン
ト
に
縮
小
し
た
。

　

１
７
日
の
民
主
党
大
会
で

は
ミ
シ
ェ
ル
・
オ
バ
マ
前
大
統

領
夫
人
ら
が
「
ト
ラ
ン
プ
氏

は
民
主
主
義
に
対
す
る
脅
威
」

「
米
国
の
国
家
像
を
懸
け
た

選
挙
だ
」
な
ど
と
危
機
感
を

表
明
。
バ
イ
デ
ン
氏
と
最
後

ま
で
党
候
補
指
名
を
争
っ
た
左

派
サ
ン
ダ
ー
ス
上
院
議
員
が

登
場
し
、
党
内
融
和
を
図
っ

　

中
道
と
左
派
の
溝
が
広
が

る
民
主
党
が
、
バ
イ
デ
ン
氏
の

下
で
団
結
で
き
る
か
ど
う
か
が

最
大
の
課
題
だ
。
演
説
者
ら

は
世
界
最
悪
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
加
え
、
人
種
差
別

抗
議
デ
モ
が
全
米
に
広
が
る

未
曽
有
の
危
機
の
中
、
ト
ラ
ン

プ
氏
と
の
対
決
姿
勢
を
鮮
明

に
し
「
分
断
政
治
」
の
終
結

と
幅
広
い
人
種
、
世
代
の
結

束
を
訴
え
た
。

　

大
会
は
中
西
部
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
州
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
を
拠

点
に
、
全
米
か
ら
演
説
者
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
。
ト
ラ
ン

プ
氏
は
１
７
日
、
同
州
な
ど

接
戦
州
で
集
会
を
相
次
い
で

開
き
「
バ
イ
デ
ン
氏
を
当
選
さ

せ
れ
ば
税
金
は
上
が
る
」
と

対
抗
心
を
む
き
出
し
に
し
た
。

１
８
日
も
中
西
部
ア
イ
オ
ワ

州
、
西
部
ア
リ
ゾ
ナ
州
を
訪

問
。
強
硬
な
移
民
対
策
な
ど

の
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
み

ら
れ
る
。

　

政
治
サ
イ
ト
、
リ
ア
ル
・
ク

リ
ア
・
ポ
リ
ティ
ク
ス
が
ま
と
め

政
府
、脱
香
港
受
け
皿
狙
う

　
【
共
同
】
政
府
が
大
阪
を
中

心
と
す
る
関
西
圏
と
福
岡
県

を
候
補
地
に
挙
げ
、
外
資
金

融
機
関
の
誘
致
強
化
に
乗
り

出
す
方
針
を
固
め
た
こ
と
が

１
８
日
、
分
か
っ
た
。
政
府
は

こ
れ
ま
で
、
東
京
で
の
国
際
金

融
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
た
が
、
相
次
ぐ
災
害
発
生

の
リ
ス
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
収
束
後
の
地
域
分
散
型

社
会
を
見
据
え
、
戦
略
を
転 民

主
大
会
開
幕

バ
イ
デ
ン
氏
き
ょ
う
党
候
補
に

内
閣
の
０
７
年
夏
は
参
院
選

で
惨
敗
し
た
直
後
と
な
り
、
別

荘
や
地
元
入
り
、
ゴ
ル
フ
は
控

え
た
。
１
７
年
は
北
朝
鮮
に
よ

る
米
領
グ
ア
ム
周
辺
へ
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
発
射
予
告
を
受
け
、

別
荘
滞
在
を
１
０
日
程
度
か

ら
４
日
に
短
縮
し
ゴ
ル
フ
も
見

送
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
年
は
１
月

か
ら
６
月
に
か
け
約
１
５
０

日
間
連
続
で
勤
務
。
７
月

２
３
、２
５
、２
６
日
と
８
月

１
６
〜
１
８
日
の
計
６
日
間

の
休
暇
中
、
検
診
に
出
た
ほ

か
は
都
内
の
私
邸
で
過
ご
し

た
。
小
池
百
合
子
都
知
事
に

よ
る
夏
休
み
の
帰
省
自
粛
要

請
も
影
響
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

首
相
は
１
７
日
、
都
内
の

病
院
に
約
７
時
間
半
滞
在
。

官
邸
は
検
診
結
果
を
説
明
し

て
お
ら
ず
、
体
調
の
詳
細
は

金
融
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人

材
の
獲
得
に
向
け
て
は
、
香

港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
っ
た

ア
ジ
ア
の
他
の
金
融
都
市
と
比

べ
て
高
い
企
業
や
個
人
の
税

率
引
き
下
げ
が
検
討
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
短
期
間
で
事
業

を
立
ち
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

査
証
免
除
措
置
の
導
入
も
検

討
す
る
。

　

海
外
金
融
機
関
が
円
滑
に

拠
点
を
開
設
し
て
事
業
を
始

め
ら
れ
る
よ
う
に
事
務
所
探

し
を
支
援
す
る
他
、
行
政
手

続
き
の
簡
素
化
や
英
語
対
応

の
強
化
に
取
り
組
む
。
他
の
主

要
国
と
異
な
り
、
日
本
で
は

外
国
籍
と
日
本
国
籍
の
両
方

感
染
者
宿
泊
６
件

観
光
庁「
拡
大
な
い
」

　
【
共
同
】観
光
庁
は
１
８
日
、

観
光
支
援
事
業
「
Ｇ
ｏ　

Ｔ

ｏ　

ト
ラ
ベ
ル
」
の
対
象
施
設

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
に
よ
る
宿
泊
が
６
件
あ
っ

た
と
明
ら
か
に
し
た
。
旅
行

後
に
感
染
が
分
か
っ
た
事
例
も

含
ま
れ
る
と
い
い
「
宿
泊
施
設

で
の
感
染
や
、ク
ラ
ス
タ
ー（
感

染
者
集
団
）
が
発
生
し
た
と

の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
」
と

し
て
い
る
。
観
光
庁
は
宿
泊

施
設
の
感
染
対
策
を
確
認
す

る
た
め
１
９
、２
０
日
に
２
回

目
の
現
地
調
査
を
実
施
す
る
。

　

立
憲
民
主
な
ど
野
党
が

１
８
日
開
い
た
合
同
ヒ
ア
リ

ン
グ
で
説
明
し
た
。
事
業
に

参
加
す
る
ホ
テ
ル
や
旅
館
に

対
し
、
旅
行
客
の
感
染
が
分

か
っ
た
場
合
は
報
告
を
求
め
て

お
り
、
事
業
を
始
め
た
７
月

Go To

相
自
身
が
断
っ
た
と
い
う
。

　

公
明
党
の
山
口
那
津
男
代

表
は
１
８
日
、
記
者
会
見
で

「
首
相
は
休
み
な
く
働
き
続

け
、
緊
張
感
が
途
切
れ
ず
体

を
酷
使
し
て
き
た
の
で
は
な
い

か
」
と
述
べ
、
健
康
管
理
も

大
事
だ
と
気
遣
っ
た
。

　

首
相
は
通
例
、
８
月
に
山
口

県
を
訪
れ
、
１
５
日
に
全
国
戦

没
者
追
悼
式
に
参
列
。そ
の
後
、

山
梨
県
鳴
沢
村
の
別
荘
で
静

養
し
て
き
た
。
た
だ
、
第
１
次

　
【
共
同
】
暴
力
団
員
に
よ
る

金
銭
の
不
当
要
求
行
為
な
ど

に
対
し
、
大
阪
府
警
が
１
〜

７
月
に
発
し
た
中
止
命
令
が

８
６
件
に
上
り
、
既
に
昨
年

１
年
間
の
７
３
件
を
超
え
た

コ
ロ
ナ
と
抗
争

で
し
の
ぎ
難
？

暴
力
団
へ
の
中
止
命
令
急
増

日
か
ら
執
務
を
再
開
す
る
。

　
「
夏
休
み
の
計
画
が
コ
ロ

ナ
で
二
転
三
転
し
、
山
口

県
や
河
口
湖
に
行
け
な
く

な
っ
た
。
ゴ
ル
フ
を
東
京
都

内
で
で
き
な
い
か
と
探
っ
た

が
、
難
し
か
っ
た
」。
首
相
側

近
は
「
特
別
な
夏
」
と
な
っ

た
実
情
を
説
明
し
た
。
首
相

に
近
い
自
民
党
の
甘
利
明
税

制
調
査
会
長
の
助
言
に
沿
っ

て
「
休
み
を
延
ば
す
べ
き
だ
」

と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
首

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
１
８
日
、
短
い
夏
休
み
を

終
え
た
。
恒
例
と
な
っ
て
い
た

山
梨
県
・
河
口
湖
の
別
荘
静

養
や
地
元
山
口
県
入
り
を
、

２
０
１
２
年
１
２
月
の
第
２

次
内
閣
発
足
以
降
初
め
て
見

送
り
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
も
封
印

し
た
。
急
務
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
む
た
め

だ
。
１
７
日
の「
日
帰
り
検
診
」

（
首
相
官
邸
）
に
よ
り
体
調
を

懸
念
す
る
声
が
あ
る
中
、
１
９

首
相
、短
い
夏
休
み
終
了

帰
省
、別
荘
、ゴ
ル
フ
見
送
り

コロナ解雇
4万5千人に
厚労省、製造業が最多

　
【
共
同
】
三
菱
商
事
が
、
農

家
と
流
通
業
者
ら
を
対
象
と

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
基
盤
）

構
築
に
乗
り
出
し
た
こ
と
が

１
８
日
、
分
か
っ
た
。
専
用
ア

プ
リ
を
使
い
、
条
件
の
合
う
生

産
者
と
買
い
手
を
結
び
付
け

る
仕
組
み
で
、
今
秋
か
ら
コ
メ

を
対
象
に
始
め
る
。
そ
の
後
、

農
作
物
の
種
類
を
増
や
す
と

と
も
に
、
配
送
サ
ー
ビ
ス
も
開

始
す
る
方
針
で
、
農
家
の
販

路
開
拓
を
後
押
し
す
る
。

　

同
社
に
よ
る
と
、
国
内
の

大
手
商
社
と
し
て
初
の
試
み
。

取
引
は
、
栽
培
開
始
前
後
か

ら
収
穫
を
始
め
る
前
ま
で
の

事
前
契
約
を
原
則
と
す
る
。

農
家
側
は
生
産
計
画
を
立
て

や
す
く
な
り
、
経
営
安
定
化
に

つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

し
て
い
る
。

　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合

会
（
Ｊ
Ａ
全
農
）
を
通
さ
な

い
取
引
ル
ー
ト
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
、
新
し
い
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
成
功
す
れ
ば

農
作
物
流
通
を
変
え
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

ア
プ
リ
は
２
０
１
９
年
に

子
会
社
化
し
た
農
業
支
援
の

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー「
ウ
ォ
ー
タ
ー

セ
ル
」（
新
潟
市
）
が
手
掛
け

農
作
物
に
ネ
ッ
ト
取
引
基
盤

三
菱
商
事
、今
秋
か
ら
コ
メ

首
相
、都
内
の
私
邸
で
静
養

17
日
の
日
帰
り
検
診
受
け

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
１
８
日
、
３
日
間
の
夏
季

休
暇
の
最
終
日
を
迎
え
た
。

１
７
日
は
東
京
都
内
の
病
院

で
日
帰
り
検
診
を
受
け
た
。

１
８
日
午
前
は
東
京
・
富
ケ

谷
の
私
邸
で
静
養
し
た
。
午

後
も
私
邸
で
過
ご
す
予
定
。

政
府
、
与
党
内
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
で
連
続

勤
務
が
続
い
た
首
相
の
健
康

状
態
を
不
安
視
す
る
声
が
く

す
ぶ
る
。
官
邸
は
検
診
結
果

を
説
明
し
て
い
な
い
。

　

首
相
は
１
６
日
か
ら
公
務

を
入
れ
て
お
ら
ず
、
１
８
日

ま
で
を
「
短
い
夏
休
み
」（
周

辺
）
と
し
て
い
る
。
１
９
日
に

大
阪
、福
岡
に
国
際
金
融
拠
点

コ
ロ
ナ
後
見
据
え
地
域
分
散

日本プロ野球順位表（共同）

異
例
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

不
明
の
ま
ま
だ
。
官
邸
筋
は

「
半
年
に
一
度
行
う
人
間
ド
ッ

ク
を
夏
休
み
に
合
わ
せ
、
前

倒
し
し
た
」
と
し
て
い
る
が
、

与
野
党
に
体
調
不
良
説
が
く

す
ぶ
る
。
首
相
は
１
９
日
午

後
か
ら
官
邸
に
入
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
状
況
な
ど
の
報
告

を
受
け
る
見
通
し
だ
。

要
。ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
の
中
に
は
、

家
族
な
ど
が
家
庭
裁
判
所
に

失
踪
宣
告
を
申
し
立
て
、
死
亡

し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
ホ
ー
ム
レ
ス
が
多

く
暮
ら
す
大
阪
市
西
成
区
の
支

援
団
体
が
、
失
踪
宣
告
を
受
け

て
申
請
で
き
て
い
な
い
人
が
少

な
く
と
も
９
人
い
る
と
し
て
対

策
を
求
め
て
い
た
。

　

失
踪
宣
告
の
取
り
消
し
に

は
家
裁
の
手
続
き
が
必
要
で
、

市
が
給
付
金
の
申
請
期
限
と

す
る
今
月
２
５
日
に
は
間
に

合
わ
な
い
。
市
は
宣
告
の
取
り

消
し
を
申
し
立
て
れ
ば
支
給

申
請
を
認
め
、
宣
告
が
取
り

消
さ
れ
た
後
に
支
払
う
と
し
て

い
る
。

　

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
ら
へ
の
給

付
金
を
巡
っ
て
は
、
総
務
省

が
６
月
に
簡
易
宿
泊
所
な
ど

一
時
的
な
宿
泊
施
設
で
も
住

民
登
録
を
認
め
て
よ
い
と
各

自
治
体
に
通
知
。
大
阪
市
は

市
の
ホ
ー
ム
レ
ス
向
け
シ
ェ
ル

タ
ー
を
住
所
と
認
め
る
な
ど
し

て
支
給
を
進
め
て
い
る
。

は
、
官
邸
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
状
況
な
ど
を
巡
り
報
告
を

受
け
る
方
向
だ
。

　

公
明
党
の
山
口
那
津
男
代
表

は
１
８
日
、
記
者
会
見
で
「
首

相
は
休
み
な
く
働
き
続
け
、
緊

張
感
が
途
切
れ
ず
体
を
酷
使
し

て
き
た
の
で
は
な
い
か
」と
述
べ
、

健
康
管
理
も
大
事
だ
と
気
遣
っ

た
。
自
民
党
幹
部
は
「
１
８
日

は
自
宅
で
ゆ
っ
く
り
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

首
相
は
１
７
日
、
都
内
の

病
院
に
約
７
時
間
半
滞
在
。

官
邸
関
係
者
は
、
日
帰
り
検

診
に
関
し
「
休
み
明
け
の
体

調
管
理
に
万
全
を
期
す
た
め

だ
」
と
語
っ
た
。
病
院
関
係
者

は
、
６
月
１
３
日
に
首
相
が

受
診
し
た
人
間
ド
ッ
ク
の
「
追

加
検
査
」
だ
と
し
た
。

　

第
１
次
内
閣
時
の

２
０
０
７
年
、
首
相
は
持
病

の
潰
瘍
性
大
腸
炎
が
悪
化
し

て
退
陣
。
そ
の
後
は
薬
の
効

果
も
あ
り
、
１
２
年
の
第
２

次
内
閣
発
足
以
降
、
激
務
を

こ
な
し
て
い
る
。

の
加
入
の
強
要
や
、

組
か
ら
の
脱
退
を

妨
害
す
る
行
為
な

ど
と
と
も
に
禁
止

し
、
発
覚
す
る
と

公
安
委
員
会
や
警

察
が
中
止
命
令
を

発
令
す
る
。

　

府
警
に
よ
る
と
、

６
月
中
旬
に
は
神

戸
山
口
組
系
組
幹

部
が
知
人
男
性
に

「
俺
に
迷
惑
か
け

た
や
ろ
。
コ
ロ
ナ
の

給
付
金
が
入
っ
た

ら
、俺
に
回
せ
」
な
ど
と
要
求
。

１
月
下
旬
に
は
山
口
組
系
幹

部
が
公
共
料
金
の
支
払
い
を
不

法
に
先
延
ば
し
に
し
よ
う
と
し

た
事
案
も
あ
っ
た
。
４
〜
６
月

に
は
組
員
２
人
の
脱
退
を
妨
害

し
た
山
口
組
系
組
長
に
発
令
。

組
長
は
府
警
に
「
組
員
が
減
っ

た
ら
運
営
が
大
変
に
な
る
」
と

説
明
し
た
。

　

府
警
幹
部
は
「
山
口
組
と
神

戸
山
口
組
は
特
定
抗
争
指
定

暴
力
団
と
な
り
、
大
阪
市
内
で

組
員
が
５
人
以
上
集
ま
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ

で
主
な
活
動
場
所
の
繁
華
街
か

ら
も
人
が
減
っ
た
。
中
止
命
令

が
増
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
だ
け
向
こ
う
は
し
の
ぎ
が
難

し
く
な
って
い
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
」
と
話
し
た
。

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
は
１

８
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
連
す
る
解
雇
や

雇
い
止
め
は
見
込
み
を
含
め
て

１
４
日
時
点
で
４
万
５
６
５

０
人
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。
業

種
別
で
は
最
多
が
製
造
業
で

７
４
２
５
人
だ
っ
た
。

　

厚
労
省
が
２
月
か
ら
、
全

国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
労
働
局

に
相
談
が
あ
っ
た
事
業
所
の
報

告
を
基
に
集
計
し
て
い
る
。
把

握
で
き
な
か
っ
た
人
も
含
め
る

と
、
実
際
は
こ
れ
よ
り
多
い
と

み
ら
れ
る
。

　

全
体
で
は
前
週
の
今
月
７

日
か
ら
１
５
０
２
人
増
で
、

こ
の
う
ち
非
正
規
労
働
者
が

８
７
２
人
で
約
５
８
％
を
占

め
た
。
製
造
業
に
続
き
宿
泊

業
が
６
９
０
８
人
、
小
売
業

が
５
８
２
２
人
、
飲
食
業
が

５
７
７
８
人
、
労
働
者
派
遣

業
が
３
７
４
０
人
だ
っ
た
。

を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
「
二

重
国
籍
問
題
」
へ
の
対
応
も

議
論
す
る
。

２
２
日
以
降
の
宿
泊
分
に
つ
い

て
、
８
月
１
７
日
時
点
の
報

告
を
ま
と
め
た
。

　

６
人
の
う
ち
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

に
よ
る
割
引
利
用
者
は
１
人

で
、
割
引
分
の
事
後
還
付
の

対
象
に
な
る
人
も
３
人
い
た

と
い
う
。
宿
泊
施
設
の
地
域

な
ど
は
公
表
し
て
い
な
い
が
、

利
用
し
た
施
設
は
運
営
事
務

局
が
調
べ
た
結
果
、
感
染
防

止
策
は
取
ら
れ
て
い
た
と
し

て
い
る
。

　

現
地
調
査
は
、
地
方
運
輸

局
の
職
員
ら
が
小
規
模
な
施

設
に
出
向
き
、
３
密
（
密
閉
、

密
集
、
密
接
）
対
策
の
状
況

を
チ
ェッ
ク
す
る
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
野
党
議
員
か

ら
は
、
沖
縄
県
の
感
染
拡
大

を
懸
念
す
る
声
が
続
出
。
沖

縄
の
対
象
除
外
を
求
め
る
意

見
の
ほ
か
「（
感
染
者
の
）
療

養
に
必
要
な
ホ
テ
ル
の
部
屋
が

旅
行
で
埋
ま
っ
て
い
る
」
と
の

指
摘
も
あ
っ
た
。

や
ぶ
き
屋
根
の
専
用
舞
台
で
、

き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
着
た

演
者
が
躍
動
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
観

客
数
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
。

　

上
演
さ
れ
た
の
は
大
坂
夏
の

陣
を
題
材
に
し
た
「
鎌
倉
三

代
記
」。
よ
ろ
い
姿
の
武
士
や

着
飾
っ
た
お
姫
さ
ま
の
役
を
、

村
民
が
三
味
線
に
合
わ
せ
て

演
じ
、
見
え
を
切
る
場
面
な

ど
で
観
客
席
か
ら
何
度
も
拍

手
が
上
が
っ
た
。

　

檜
枝
岐
歌
舞
伎
は
伊
勢
参

り
に
出
た
村
民
が
、
道
中
で
見

た
歌
舞
伎
を
見
よ
う
見
ま
ね

で
伝
え
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ

る
。
演
者
や
裏
方
を
全
て
村
民

が
務
め
る
神
事
。
人
口
５
２
４

人
（
７
月
末
現
在
）
の
村
で
５

月
、
８
月
、
９
月
の
年
３
回
だ

け
上
演
し
て
い
る
。

　

栃
木
県
日
光
市
か
ら
来

た
公
務
員
の
斉
藤
秀
利
さ
ん

（
６
１
）
は
「
い
つ
か
見
た
い

と
思
っ
て
い
て
よ
う
や
く
来
ら

れ
た
。
伝
統
を
感
じ
る
素
晴

ら
し
い
舞
台
だ
っ
た
」
と
満
足

げ
だ
っ
た
。

　

今
回
は
村
内
の
宿
泊
施
設

に
泊
ま
っ
た
人
の
み
が
観
覧
で

き
る
こ
と
に
し
、
例
年
の
６
分

の
１
ま
で
観
客
数
を
抑
え
た
。

る
。
コ
メ
の
場
合
は
ま
ず
、
流

通
業
者
が
ア
プ
リ
上
で
買
い
た

い
銘
柄
や
産
地
の
希
望
を
登
録

し
、
生
産
者
が
取
引
し
た
い
相

手
に
連
絡
す
る
。
売
買
は
大
型

ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
程
度
に
当
た

る
約
２
０
０
俵
か
ら
可
能
だ
。

　

流
通
業
者
に
も
安
定
調
達

や
取
引
先
の
拡
大
と
い
っ
た
利

点
が
あ
る
。
既
に
大
手
の
卸

業
者
が
買
い
手
と
し
て
の
参
加

を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
コ
ン

ビ
ニ
や
外
食
チ
ェ
ー
ン
に
も
呼

び
掛
け
る
。

　

国
内
の
農
業
は
担
い
手
の
不

　

都
道
府
県
別
に
見
る
と
最

も
多
か
っ
た
の
は
東
京
の
９
４

０
４
人
。
次
い
で
大
阪
４
１

９
４
人
、
愛
知
２
４
６
２
人
、

北
海
道
２
０
５
７
人
、
兵
庫

１
４
９
１
人
だ
っ
た
。

　

各
地
の
労
働
局
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
休
業
に
関
す
る
相
談

を
し
た
事
業
所
数
は
８
万
４

９
０
だ
っ
た
。

足
や
高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
を

抱
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
事

業
を
変
革
す
る
「
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」

（
Ｄ
Ｘ
）
へ
の
期
待
が
大
き
い
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ル
は
既
に
、
航

空
写
真
を
使
っ
て
農
作
業
の
効

率
化
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
る
。

米
大
統

領
選
へ

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
で
国
民
に
１
人

１
０
万
円
を
配
る
特
別
定
額

給
付
金
に
つ
い
て
、
法
律
上
死

亡
し
た
と
み
な
す
「
失
踪
宣

告
」
が
出
さ
れ
て
い
る
路
上
生

活
者
（
ホ
ー
ム
レ
ス
）
ら
の
支

給
申
請
を
大
阪
市
が
認
め
る

方
針
を
決
め
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
１
８
日
ま
で
に
市
が
支

援
団
体
に
伝
え
た
。

　

総
務
省
は
７
月
、
失
踪
者

の
申
請
を
認
め
る
通
知
を
全

国
の
自
治
体
に
出
し
た
が
、
対

応
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
と
み

ら
れ
、
受
給
で
き
る
こ
と
を
知

ら
ず
に
諦
め
て
い
る
人
も
い
そ

う
だ
。

　

総
務
省
に
よ
る
と
、
給
付
金

の
申
請
に
は
住
民
登
録
が
必

定
額
給
付
金
　
失
踪
者
に
も

大
阪
市
、ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
応

こ
と
が
１
８
日
、
府
警
へ
の
取

材
で
分
か
っ
た
。
府
警
幹
部
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
や
、
山
口
組
と
神
戸
山

口
組
が
特
定
抗
争
指
定
暴
力

団
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
「
し

の
ぎ
」（
資
金
獲
得
活
動
）
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
背

景
に
あ
る
と
み
て
い
る
。

　

中
で
も
み
か
じ
め
料
の

要
求
に
対
す
る
命
令
は
、

２
０
１
８
年
と
１
９
年
が
通

年
で
も
そ
れ
ぞ
れ
１
０
件
と

５
件
だ
っ
た
の
に
対
し
、
今
年

は
１
８
件
に
急
増
し
た
。

　

暴
力
団
対
策
法
は
、
暴
力

団
員
が
あ
い
さ
つ
料
や
み
か
じ

め
料
を
要
求
し
た
り
、
因
縁
を

付
け
て
金
品
を
求
め
た
り
す
る

こ
と
な
ど
２
７
類
型
を
「
暴
力

的
要
求
行
為
」
と
規
定
。
組
へ

　
【
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
、
ワ
シ

ン
ト
ン
共
同
＝
田
中
光
也
、

池
田
快
】「
民
主
主
義
を
」「
正

義
を
」。
１
１
月
の
米
大
統
領

選
に
向
け
１
７
日
開
幕
し
た

民
主
党
大
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
規

政
権
奪
還
の
熱
意
、画
面
の
中

「
正
義
の
実
現
を
」
と
支
持
者

模
を
大
幅
に
縮
小
、
オ
ン
ラ
イ

ン
中
継
主
体
と
な
る
な
ど
異

例
ず
く
め
の
形
式
に
な
っ
た
。

参
加
者
は
画
面
の
中
か
ら
政

権
奪
還
の
熱
意
を
伝
え
た
が
、

バ
ー
チ
ャ
ル
の
壁
は
越
え
ら
れ

る
の
か
。
大
会
で
正
式
な
党

候
補
と
な
る
バ
イ
デ
ン
前
副
大

統
領
の
姿
が
な
い
開
催
地
で

は
、
冷
め
た
声
も
漏
れ
た
。

　

午
後
９
時
、
特
設
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
画
面
に
進
行
役
の
女
性
が

現
れ
、
大
会
は
ス
タ
ー
ト
。「
正

義
の
実
現
を
」「
自
由
を
」。
老

若
男
女
の
支
持
者
ら
が
訴
え
る

映
像
が
続
き
、
国
歌
斉
唱
な

ど
を
米
メ
デ
ィ
ア
も
生
中
継
し

た
。
初
日
後
半
に
登
場
し
た
サ

ン
ダ
ー
ス
上
院
議
員
は
「（
大

統
領
選
に
は
）
民
主
主
義
と

地
球
の
未
来
が
か
か
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
（
大
統
領
）
を
倒
そ

う
」
と
強
い
口
調
で
訴
え
た
。

　

大
会
期
間
中
は
通
常
、
党

関
係
者
や
支
持
者
ら
数
万
人

が
現
地
に
集
ま
る
。
だ
が
１

７
日
夜
、
中
西
部
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
州
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
中
心

部
に
あ
る
会
議
場
周
囲
に
は

フ
ェ
ン
ス
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、

厳
戒
態
勢
が
取
ら
れ
る
も
の

の
、
閑
散
と
し
、
人
影
は
少

な
か
っ
た
。

　

バ
イ
デ
ン
氏
は
こ
の
日
現
地

入
り
せ
ず
、
見
せ
場
と
な
る

２
０
日
の
指
名
受
諾
演
説
も
、

地
元
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
で
行
う
見

通
し
。

　

会
場
近
く
に
い
た
地
元
の
看

護
師
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ス
モ
ー

ル
コ
ー
ム
さ
ん（
５
６
）は「
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
経
済
効

果
に
も
期
待
し
て
い
た
だ
ろ

う
」
と
バ
ー
チ
ャ
ル
開
催
に
批

判
的
。「
ト
ラ
ン
プ
氏
は
ウ
ィ

ス
コ
ン
シ
ン
州
で
集
会
を
開
く

の
に
バ
イ
デ
ン
氏
は
来
よ
う
と

も
し
な
い
。
良
い
影
響
は
な
い

だ
ろ
う
。
こ
こ
は
民
主
、
共
和

の
ど
ち
ら
が
取
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
州
だ
」
と
語
っ
た
。
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AUTOS
L e w i s H a m i l t o n v e n c e o G P d a 
Espanha de F-1 com Max Verstappen 

da Red Bull Honda em segundo

ホンダジェットが
デビューから 15 周年を祝う

HondaJet comemora 15 anos 
desde sua primeira aparição 

Lexus UX 250h modelo 2020 
chega às concessionárias com 
mais segurança e conectividade

 ANO XXⅢ  –  Nº 5553 SÃO PAULO, QUARTA-FEIRA, 19 DE AGOSTO DE 2020 R$ 5,00

O hexacampeão inglês 
Lewis Hamilton da 
Mercedes venceu de 
ponta a ponta o GP da 
Espanha, sexta etapa do 
campeonato mundial de 
F-1.
Em segundo cruzou 
a linha de chegada 
o holandês Max 
Verstappen da Red Bull 
Honda, seguido pelo 
finlandês Valtteri Bottas 
da Mercedes.
As duas Racing Point 
confirmaram a boa 
fase com o canadense 
Lance Stroll terminando 
em quarto e seu 
companheiro de equipe 
o mexicano Sergio 
Perez em quinto. Já o 
alemão Sebastian Vettel 
da Ferrari terminou 

O modelo mais vendido 
da marca no Brasil 
chega ao país equipado 
com o Lexus Safety 
System, composto por 
itens que garantem mais 
segurança ao motorista 
e passageiros. O Lexus 
UX 250h conta agora 
com Lexus Safety System 
(LSS). A versão Dynamic 
é equipada com cinco 
sistemas:
・ Controle de cruzeiro 
adaptativo (ACC): 
Mantém uma distância 
constante e segura em 
relação ao carro da 
frente. O sistema ainda 
diminui ou aumenta 
automaticamente a 
velocidade (acima de 
40km/h) de acordo com 
o tráfego.
・Assistente de Manutenção 
de Faixa (LDA):
Sistema entra automaticamente 

　ホンダ・エアクラフト・カン
パニーは、2005年に開催さ
れた航空機愛好家が集まる
イベント「EAA・エアベンチ
ャー・オシュコシュ」でデビュ
ーを果たしたホンダジェッ
トの15周年を祝う。
　その当時まで、ホンダジェ
ットは専用滑走路でテスト
飛行のみを行っていた。
　主翼上面のエンジン配置

（Over-The-Wing Engine 
Mount ou OTWEM）によ
り、ホンダジェットは、このク

em sétimo à frente de 
Charles Leclerc, que 
abandonou a prova 
após o motor travar e 
provocar uma rodada na 
pista. Com o resultado, 
Hamilton acumula 88 
vitórias estando a apenas 
3 do recorde do alemão 
Michael Schumacher.
A Mercedes segue na 

liderança do campeonato 
mundial de construtores 
com a Red Bull Honda 
ocupando a segunda 
posição, seguida pela 
Racing Point.
A próxima prova é o GP 
da Bélgica no dia 30 de 
agosto, com largada às 
10:10.

Pódio do GP da Espanha com Lewis Hamilton, Max Verstappen e Valtteri Bottas.

Red Bull Honda ocupa o segundo lugar no Campeonato 
Mundial de Construtores da F-1.
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ラスで最速であり、航続距
離も最長、運用高度も最高
のジェット機となっている。
　かつては航空機だった
が、現在はこのセクターで
の常識を覆している。
　ホンダジェットは、このカ
テゴリーにおける出荷数で
3年連続で世界一を達成し
た小型ジェット機となって
いる。
　さらに、アビオニクスシス
テムが最も進化しており、飛
行計画を改善するための追

加管理機能と、飛行の安全
性を高める自動安定機能お
よび保護機能を組み込ん
でおり、パイロットの操縦負
担を軽減している。
　ブラジルでホンダ・エアク
ラフトは、国内での顧客向け
の独占販売、サービス、サポ
ートの担当としてリーデル・
アビアソンを指名している。
　これを記念する、ホンダ・
エアクラフト・カンパニーが
制作した記念ビデオのリン
クをチェック。

HondaJet tem capacidade para cinco passageiros. ホンダジェットの乗客定員は 5 人。

O modelo está disponível na rede de concessionárias Lexus de todo o Brasil nas versões 
Dynamic e Luxury por R$ 233.990,00 e R$ 266.990,00. Veículos ano/modelo 2020/2020 Lexus 
passam a contar com 5 anos de garantia, além dos 8 para os componentes do sistema híbrido.

em ação e avisa o motorista 
com sinal sonoro ou vibração 
no volante para corrigir o 
curso sempre que ultrapassar 
as marcações da pista.
・ Sistema de Colisão Frontal:
Suporte na prevenção 
de colisão com alertas 
sonoros. Se necessário, 
ativa automaticamente 
o sistema de frenagem 
(acima de 20 km/h).
・ Farol alto automático (AHB):
Acende e apaga os 
faróis do veículo para 
evitar o ofuscamento do 
motorista da frente e da 
mão contrária.
・Alerta de tráfego traseiro:
Dispositivo emite aviso 
sonoro, informando 
o motorista sobre a 
presença de tráfego na 
traseira do veículo.
Já a versão Luxury, além 
dos itens acima, está 
equipada com mais um 

dispositivo:
・ Sistema de ponto cego:
Monitor de ponto cego 
que identifica veículos 
que estão fora do campo 
de visão do motorista 
e emite alertas por 
meio de um aviso no 
retrovisor externo do 
veículo.
・MOTORIZAÇÃO:
Motor a gasolina de 
4 cilindros de 2.0L 
acoplado a um motor 
elétrico em um transeixo 
híbrido mais compacto, 
mais leve e com menos 
atrito interno do que 
os sistemas híbridos 
anteriores da Lexus. 
Com 184 cv de potência 
combinada, o UX 250h 
é mais econômico que o 
Corolla híbrido feito no 
Brasil.
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